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              午前９時５５分 開議 

委員長（高重洋介君） おはようございます。 

 ただいまの出席委員は１３名であります。定足数に達しておりますので，これより本日

の予算特別委員会を開会いたします。 

 これより平成３０年度予算９会計の全体質疑を行います。全会計一括により，同一委員

の質疑は３回以内，発言時間は答弁を含め１時間を限度といたしております。 

 あらかじめ発言通告書が提出されておりますので，委員席順に委員長において指名をさ

せていただきます。 

 また，委員長からお願いをいたします。最終の全体質疑となりますので，質疑，答弁に

ついては，簡潔にわかりやすいものにしていただきますようお願いを申し上げます。 

 それでは，今田佳男委員を指名いたします。 

 今田委員。 

副委員長（今田佳男君） それでは，発言通告に従いまして，３件ほど質疑をさせていた

だきます。 

 １点は，予算書１６３ページ，観光プロモーション委託料，２点目は，予算書１８５ペ

ージ，測量設計委託料，３点目は，予算書２１１ページ，生徒指導支援員報償の３点であ

ります。 

 １点目のまず観光プロモーション委託料についてでありますが，これは当初予算の概要

ですと６ページになります。目的が観光客数及び観光消費額の増加を図るため，都市圏へ

本市の観光資源の魅力を積極的に発信する観光プロモーション事業を実施する。内容が宿

泊客誘致のための旅行商品造成，大都市圏での観光プロモーション，事業費が８００万

円，財源が国から４００万円，一般財源が４００万円という事業であります。個別審査で

も何人かの方が取り上げられました。私も個別審査で中身を聞かせていただいたのです

が，まず最初に観光客数及び観光消費額の増加を図るためという目的があるのですけれど

も，その個別審査の中では，観光客数の増加という点には，いろんなお話があったのです

が，観光消費額の増加という点でもう少し突っ込んだ説明というかお話が聞きたい，この

点をどういうふうにお考えになっているかということで。観光客数は，現在かなりの観光

客がお見えになってます。若干減少はしているというふうに伺ってますけれども，単に観

光客数が増加するだけでは市内は潤わない，むしろ観光客数が減少しても，観光消費額が

増加すれば市全体としては経済効果は出てくるということがあると思います。 



- 235 - 

 そこで，観光消費額についてどのようにお考えかということを伺いたいと思います。こ

れが観光プロモーション委託料についてであります。 

 ２点目，測量設計委託料でありますが，これは当初予算の概要ですと５ページ，こども

園整備事業，こちらについてお伺いをしたいと思います。予算書の中で設計委託料は９，

３００万円でありますが，このうちこのこども園整備事業に関わるものが３，５００万円

という数字になるのだと思います。それで，こども園整備事業ですけれども，目的は，子

どもの健やかな成長を第一に考え，質の高い教育，保育を提供するため，竹原地区の保育

所（竹原西，中通）と幼稚園（竹原西）の３園を統合し，こども園を整備するという事業

であります。測量設計委託ということで３，５００万円というふうな予算になっているの

だと思います。これは，先日回覧板で我が家の方に回ってきたのですけれども，竹原地区

の認定こども園の整備についてという回覧板の中に文書がありまして，同じようなさっき

申し上げたような中身があります。認定こども園の整備計画案というのが一番下にあるの

ですけれども，計画場所は竹原町，竹原簡易裁判所の西隣，敷地面積は約３，０００平

米，構造が木造鉄骨づくりまたは鉄骨づくり木質化ということになっております。私は素

人なので，構造について木造一部鉄骨づくり，または鉄骨づくりというこういう書き方に

なっているのですけれども，それで委託をされる場合に，委託の業者の方にどういうふう

な形でお伝えするというか，市としてこういったものをお願いしたいというような要望を

出して委託をされるのか，そこの考え方を伺いたいと思います。 

 ３点目は，生徒指導支援員報償，当初予算の概要ですと１０ページになります。これ

は，生徒指導支援員事業，目的が生徒の問題行動への対応，授業及び生徒指導体制につい

ての教員への指導助言等により，生徒が安心して学校生活を送ることができるようにする

ため，生徒指導支援員を配置する。場所は市内中学校。内容は生徒指導支援員の配置とい

うことで，予算書によりますと１２０万円の予算になっていると思います。それで，これ

も個別の質疑で質問が出て，お答えもあったのですけれども，私が個別の質疑を伺った感

覚では，生徒も指導するけれども，先生にも助言するということで，教員，先生が１人が

増えるのではないかと，学校に増えるようなイメージを持ちました。それで，ちょっと突

っ込んだような授業で思い切ってやれるので，効果が期待ができるのではないかと，従来

教員の負担軽減ということは繰り返し質問も出てますし，私も何度も伺いました。そうい

う点でいうと，効果が期待できるのではないかということで，正直期待をしております。 

 それで，とりあえず１点目で伺いたいのは，生徒の問題行動の事前予防以外にも，生徒
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に対して学習支援が期待される，要するに勉強を教えますよということがあるのだと思う

のです。問題行動というのは，子どもを見てますと，大体勉強がわからない，授業がわか

りにくいということになってくると，少しずつ問題行動が出る場合が多いのではないかな

というふうな感想を持っております。こういう体制を組まれて，そういう子どもたちに対

して学習指導もしてやっていくということは非常にいいことではないかというふうに私は

思っております。それで，学習指導なのですけれども，指導の仕方がどうなのか，どの程

度まで実際想定されているかということでお願いしたい，以上３点お願いします。 

委員長（高重洋介君） 済みません，答弁の前に。 

 傍聴の申請が出ております。 

 安藤京子さんの傍聴許可が出ておりますが，これを許可させていただきたいのですが，

どのようにしましょうか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

委員長（高重洋介君） では，許可いたします。 

 では，順次答弁お願いします。 

 企画振興部長。 

企画振興部長（桶本哲也君） それでは，まず１点目の観光宣伝に要する経費のうちの観

光プロモーション委託料についての御質問にお答えをいたします。 

 先ほど委員さんおっしゃられましたように，大久野島には外国人観光客を含む多くの観

光客に来ていただいておりまして，また町並み保存地区にも引き続き多くの観光客に来て

いただいているという状況でございます。平成２７年から平成２８年にかけて，総観光客

数１３０万人から１２６万人と若干減少はしておりますけども，県外や外国人に対する本

市への知名度アップについては，さらなる取組が必要であるというふうに考えておりまし

て，平成３０年度において，観光客数及び観光消費額の増加を図るため，都市圏への本市

の観光資源の魅力の発信ですとか魅力的な旅行商品の造成などの観光プロモーションに取

り組むということで，予算８００万円を計上させていただいているというところでござい

ます。 

 お尋ねの観光消費額を増やす取組でございますけども，今後首都圏での観光イベントで

すとかメディア等を活用した観光プロモーションなどの情報発信を行うことによりまし

て，本市の認知度の向上を図り，観光客の増加による観光消費額の増加を目指すというこ

とを考えております。また，それとあわせまして，体験メニューの開発などの新たな観光
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コンテンツをつくるなどの取組や，宿泊客誘致のための旅行商品造成などによりまして，

市内での周遊の向上ですとか宿泊による滞在時間延長を図ることによりまして，観光消費

額の増加に努めてまいりたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

委員長（高重洋介君） 福祉部長。 

福祉部長（久重雅昭君） 新しいこども園の設計業務に関わっての御質問でございます。 

 ３０年度，来年度こども園の設計業務を行いますけども，前提としては，安心・安全な

施設づくりということと子育て環境に配慮した施設づくりの設計を行うということが前提

でございますけども，このたび木造ですとか鉄骨に限定しないで設計業務を行うというこ

とで，設計業務の中でどういった形の構造がいいのかということも含めて設計業務を行っ

ていきたいというふうに思います。木造，鉄骨いずれにしても，自然の素材を使ったやわ

らかい素材を使った，木をふんだんに使った温かみが感じられる施設にしたいということ

で，子どもたちが伸び伸びと育つ環境づくりというふうなことで設計をしていきたいとい

うふうに思っています。いずれにしても，木質化の施設を目指して設計をしていきたいと

いうふうに思っております。 

委員長（高重洋介君） 教育次長。 

教育委員会教育次長（中川隆二君） それでは，３点目の教育総務費に計上しております

生徒指導支援員報償に関係する御質問でございます。 

 生徒に対する学習支援はどの程度可能かということでございますが，まずこの生徒指導

支援員の任用条件としまして，中学校教員免許の保有者を考えておりますので，教科指

導，学習支援は可能になるというふうに考えております。中学校の場合，各教科の免許が

ございますので，その任用をする支援員の保有する教科については，教科指導が可能とい

うことになりますが，ほかの教科については，支援や補助，生徒への関わりが中心になろ

うかというふうに考えております。しかしながら，一般的に学級担任においては，学級の

生徒の学習支援をする場合に，補助学習等こういった全教科を支援しておりますので，同

様のイメージとして今捉えております。 

 以上でございます。 

委員長（高重洋介君） 今田委員。 

副委員長（今田佳男君） いろいろお答えいただきまして，１番の観光プロモーション委

託料ということでお答えをいただきました。首都圏でのイメージアップというお答えで，
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私が心配するのが，部長にお答えいただきましたように，観光消費額のアップということ

も十分考慮されるということだと思うのですけれども，観光客数が若干減少している。観

光客数は，今竹原市内の観光の受け入れということでいうと，かなりもういっぱいいっぱ

いに近いのではないかというふうなイメージは持っています。大久野島などに行きます

と，夏ですと，たくさんの方がフェリーの待ち合わせをされたりしてまして，大変観光客

さんには御迷惑をかけているということで，駐車場に関して一般質問もしたことがありま

すけれども，受け入れの整備をしていかないとなかなか続いていかない，観光客数が若干

減っても，観光消費額が増えれば市内の経済効果は出る。大体以前聞いたのが１人２，０

００円ぐらいという話を大分前に聞いた覚えがあるのですけども，２，０００円使ってい

ただくのが３，０００円になれば，４，０００円になれば，多少観光客数が減っても大丈

夫だということだと思うのです。それで観光消費額ということについて伺いました。 

 私は町並みをよく歩くのですけれども，先日，町並みを歩いていて，中国の北京から来

たという富裕層がいまして，東京からガイドさんが１人ついてきて３人で来ました。タク

シーで飛行場から町並みへ来まして，泊まりは大崎の木江へ宿泊するということだそう

で，ガイドさんがついてたので少し案内をしたのですけれども，町並みを３０分，１時間

はなかったです，歩いて，たまたま西幼稚園の神明さんがあったので，神明さんを見て非

常に喜んでいましたけれども，またタクシーに乗ってフェリー乗り場に行かれました。観

光消費額は０円なのです，観光客は３人。これは典型的なことだと思うのですけど，こう

いうことがあり得る，そうすると受け入れの態勢をきちっとしていかないと，なかなか経

済効果までは行かないのではないかという思いがありますので，繰り返しますが，伺いま

した。 

 それで，今後観光プロモーションでこういうふうに首都圏へアプローチというかＰＲを

していく，これは市民の皆さんへ周知徹底というか，これをお願いしたいと思うのです。

特に町並みの近辺の方，自治会を含む，保存会を含む，それから実際案内される観光ガイ

ドさんとか，もちろん観光協会とか，こういうところにも市がこういうことをやってます

ということを十分周知徹底をしていただきたい。そうしないと，若干思いが違うことがあ

るようなので，２年ぐらい前に東広島と観光プロモーションをかけて，あれはたしか台湾

へプロモーションをかけるという事業がありました。たしかあれは地域創生の交付金を使

ってやった事業だと思うのですが，台湾からタレントを呼んでビデオをつくって，台湾で

流すということをやられたと記憶があります。ただ，それを市民の方が御存じないという
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ことがありました。だから，そこらのところをもう少し市民の皆さんに，市はこういう方

向でこういう思いでやっていますということをもう少しＰＲというかアピールをしていた

だきたいという思いがありますので，そこら辺について１つと。 

 それから，今の２点目の測量設計委託料という点については，部長の方から木造，鉄骨

に限定しない，自然でやわらかい，それから子どもたちが伸び伸びと育つようにというこ

とで，できれば私は昨年民生都市建設委員会の視察でオガール紫波というところへ行きま

して，木造のいろんな建物を見させていただきました。市内には仁賀小学校の木造の校舎

がありまして，私は木造の校舎が大変好きなので，何かイベントがあったら行かせていた

だいて中に入らせていただいて，いいなというふうなことをいつも思うのですけれども，

子どもたちが生活する環境でありますので，できるだけ木を使った優しい建物にしていた

だきたいという思いが私はあります。保護者の方も同じような思いをお持ちではないかな

というふうなことは思っております。この点をもう一度お願いしますので，もう一度お答

えを願えたらと思います。 

 それから，３点目の生徒指導支援報償ですが，先ほど申し上げたように，期待をしてい

る事業であります。問題行動が少なくなる，それから教員の負担軽減になるということを

私は非常に期待しております。若干不安に思うのが，時間数がたしか１，０００時間でし

たか，そうすると年間１，０００時間，時間数でいくと結構きついのではないかと。中学

校教員の免許の保有者ということで，おそらく指導の経験があられる方が採用されるとい

うか，就いていただけるようになるのではないかと思いますが，今の時間でその方が多忙

になるのではないかと。生徒の問題行動にも対応する，それから先生の授業，それから教

員への指導，助言等もするということで，非常に忙しいというようなイメージが湧くので

す。それで，そういう状況の中で頑張ってやっていただくということが若干不安というか

懸念を持っております。それで，常勤の先生方，一般の教員の先生方，それから学校で校

長先生のいろんな裁量の中で御指導があって，学校全体としてうまくまとまってやってい

かれるのだとは思うのですけれども，今言ったように，御負担がかなりあるのではないか

という不安を若干持っております。この点について説明をいただけたらと，以上３点お願

いします。 

委員長（高重洋介君） 企画振興部長。 

企画振興部長（桶本哲也君） １点目の観光プロモーション委託料に関する御質問にお答

えをいたします。 
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 まず，観光消費額を増やすための取組ということの御質問でございます。 

 確かに委員さんがおっしゃられますように，現在１人当たりの市内の観光消費額につき

ましては，県内平均を下回っているというような，そういうデータもございます。我々も

そういった観光消費額を上げていくという取組は重要なことというふうに認識をいたして

おります。これまでも例えば大久野島へお見えになられるお客さんは，ほとんどの方が市

内ではなくて，次の市外の目的地へ向かっておられるというようなアンケートの結果とか

も出ておりまして，先ほども少し申し上げましたが，市内を周遊していただいて，滞在時

間の延長を図るということが，観光消費につながっていくものではないかというふうに考

えておりまして，一番いいのは，宿泊をしていただければ，さらに消費単価も上がるとい

うようなことで，この観光プロモーション事業の中で先ほども申し上げましたが，体験メ

ニューの開発ですとか，または宿泊客誘致のための旅行商品の造成など，そういったこと

に取り組みまして，滞在時間の延長を図るようなこともしていきたいと。また，市内には

新規創業とか出店とかという意欲を持っておられる事業者の方もいらっしゃいます。そう

いった方の出店ということも，また観光消費につながっていくということにもなるという

ふうに思っておりますので，そういった創業の支援ということにも引き続き取り組んでい

きたいと考えております。 

 また，市民へのアピールといいますか周知についての御質問でございます。 

 来年度につきましては，これまでのインバウンドの観光の取組，こういったものに加え

まして，竹原市の特産品ですとか食，歴史文化など，本市の魅力を多くの人に知ってもら

うための観光プロモーションを実施していきたいというふうに思っております。こうした

取組につきましては，市内はもちろん，市外にも継続してＰＲしていく必要があるという

ふうには考えております。様々な機会を捉えまして，しっかり情報発信をしていきたいと

思っております。どうぞよろしくお願いをいたします。 

委員長（高重洋介君） 福祉部長。 

福祉部長（久重雅昭君） こども園の施設整備の件でございますけども，子育て施設とい

うことがございますので，そういったことに配慮いたしまして，やはり自然の素材である

木をふんだんに使って，木の温かみが感じられ，子どもたちが伸び伸びと育つような環境

づくりを目指していきたいというふうに思っております。 

委員長（高重洋介君） 教育次長。 

教育委員会教育次長（中川隆二君） それでは，生徒指導支援員の常勤の教員との連携と
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いう御質問でございますが，まずこの生徒指導支援事業につきましては，これまでのスク

ールサポーター事業の見直しといいますか拡充の中で，生徒だけではなく，教員への指

導，助言も含めた支援事業ということで拡充を図っている中で，スクールサポーター事業

と比較をしますと，これまでのスクールサポーターのサポーターは，竹原警察署を起点と

して出退勤をされておりましたので，実際の学校への滞在時間は１日４時間から５時間と

いうことになっておりましたけども，今回のこの生徒指導支援員を市の方で直接雇用する

という中では，基本的に学校の滞在時間を１日６時間，丸々滞在できるということが大き

な一つの効果であるというふうに認識しております。その中で，支援員と常勤教員との連

携ということでございますが，１日の流れで御説明をいたしますと，まず生徒指導員が出

勤をいたしますと，毎朝管理職または生徒指導主事と打ち合わせをいたします。その際，

当日の支援対象の学級，教科，生徒等に対しましてどういった連携をするかという打ち合

わせをした上で，当日の業務の当たるということになろうかと思います。また，勤務の終

了時におきましても，生徒指導主事と連携を持ちますので，必要があれば，生徒指導，学

習指導等の内容について，直接学級担任，教科担任との連携を持つことも考えられるとい

うふうに想定しております。 

委員長（高重洋介君） 今田委員。 

副委員長（今田佳男君） ３回目になりますので，まとめて。 

 ３点目の今の生徒指導支援員報償のことから最後にお願いというか指摘というか，お話

をさせていただいたらと思います。 

 １日６時間，それから従来のスクールサポーターの方の事業の拡充というお話で，時間

数も長くなる，それから業務も生徒指導，それから先生に対する助言ということで，業務

も広がっているということで，かなり最初にお話ししたように，突っ込んだ授業になっ

て，いい結果が期待できるのではないかというふうに私は思っております。ですから，

時々確認を保護者とか，できれば実際の生徒さんとかにいろいろ情報を得ながら，この事

業がどういうふうに動いていっているかということは情報をとっていきたいとは思ってお

ります。是非いい結果になりますように，教育委員会の方で指導というか徹底をよろしく

お願いします。 

 それから，２点目の測量設計委託料なのですけれども，繰り返しで申しわけないのです

けれども，小さいこどものこども園ということでありますので，部長が言われるように，

木の温かみを十分に生かした木質化をできるだけ木材を使ったところでいい園舎というか
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設備ができることを期待をしております。これは今から設計をされて，まだ先が長い話で

すけれども，期待を込めてよろしくお願いします。 

 それから，１点目の観光プロモーション委託料なのですけれども，いろいろお話をいた

だきまして，頑張ってやっていただかないと大変な大事な事業だと思います。観光がメイ

ンにというお話もあります，とりあえず今観光メインで活性化という話も出ております。

首都圏という言葉ですけれども，あちらの方でプロモーションをかけるというお話で，先

ほど申し上げたように，以前は台湾等にプロモーションをかけるとかというお話もありま

した。私は思うのですけれども，若干部長のお話の中にもありましたが，近隣の方で，例

えば県内の方がいわゆるリピーターとなって，竹原はいいよということで何回も来ていた

だけるという仕組みをつくることも私は大事ではないかと。私の友人が先日ひなめぐりに

十二，三人で来てくれました，実は昨年の憧憬の路にも来てくれました。憧憬の路に早目

に来て，昼間から歩いて，夜を見て帰って，いいねということで今度ひなめぐりがあるよ

と言うと，ああ，だったらまた行ってみようかねということで来てくれました。帰った時

に，また今度は何々次の行事があるからと言うと，そうするとまた行ってみようかねとい

う話になっております。こういった形で繰り返しリピーターで来ていただければ，おそら

くいろんなところで消費もされますでしょうし，食事は当然竹原市内でされます。宿泊は

残念ながらありません，県内ですから。ですけれども，そういってずっと来ていただけれ

ば，継続的に消費はしていただけるのではないかという思いがあります。宿泊型それから

体験型ということも部長言われて，これも昨年竹工房へ議会だよりの編集委員会で取材に

行きまして，竹を文化にする人たちということで特集記事を上げましたけれども，その時

に竹工房の会長さんがおっしゃったのは，体験型で長期に宿泊するような体験コースを設

けてやってみたいというようなお話をされたこともあります。これは，私は何とか実現で

きないかなというふうに，今からまた検討していきたいとは思っております。 

 ごめんなさい，はずれましたけれども，今申し上げたいのは近隣のリピーターを増やす

ということ。大体「たまゆら」なんかは本当にリピーターが多いです，また来ましたと。

この間忠海港で大久野島へ渡って帰られてという方がおられまして，神戸から来られた

と，御夫婦だったですけれども，車で来られて，それで前泊は大久野島，今からどうされ

るのですかと言うと，車なのでひなめぐりを見に行きますということで，非常にありがた

いお話をいただきまして喜んだのですけれども，その方も言われてました，こういうとこ

ろはリピーターが多いのではないのですかというふうなことは言われてました。ウサギの
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島の大久野島もウサギがメインですけれども，あそこにはいわゆる戦争遺産がありまし

て，昔の工場が残っているのが，廃墟マニアという言い方をするのが適切かどうかわかり

ませんけれども，そういった施設が好きで，あれを見に来るという人もいるというふうな

話も聞いたことがあります。ですから，そういった形の方がたくさんおられるので，情報

を集めながら，いろんな市の担当課，いろんな情報があったら，市の担当課へこういうこ

とがあったよとが，留学生が来てこんな話があったよとかという話はお伝えはしておりま

す。リピーターを何とか増やしたいという気持ちでふだんやっておりますけれども，少し

ずつよくなってはきているのだと思うのですが，再度今の近隣地域からのリピーターの増

加，それからということでこの点についてお考えがあったらお願いします。 

委員長（高重洋介君） 順次答弁願います。 

 企画振興部長。 

企画振興部長（桶本哲也君） 近隣地域からの観光客のリピーターの増加についてのお尋

ねでございます。 

 確かに我々も県外からとか外国人の方の誘客の促進ということも確かに大事だとは思い

ますが，一番多く竹原市の方へお見えになっておられるのは県内からのお客さん，特に広

島市の方からは多くお見えになっておられるというふうにお聞きをしております。そうい

った方が，委員さんおっしゃられますように，繰り返し竹原市へ来ていただくということ

になれば，観光消費額も増えていくというふうに我々の方も思っておりますので，そうい

ったことにはしっかり努めていきたいというふうに思っております。 

 「たまゆら」のリピーターの方もおっしゃられますように，これは市内の事業者の方と

松竹さんとで連携して年に１回イベントをされるという時には，相当数のリピーターの方

がお見えになっておられますし，そういった方がたくさんお見えになられると，お土産も

のですとか飲食ですとか，確かに県内から宿泊というのは難しいかとは思うのですが，観

光消費額を上げるためのそういった取組というのは引き続き必要ではないかというふうに

思っております。 

 また，近隣からの誘客に向けては，県内市町で構成します広島広域都市圏協議会ですと

か，呉市，東広島市と連携した広域的な周遊観光の促進ですとか，そういった観光情報で

すとか観光イベントの発信，あるいはそういうイベントを行う時の相互連携，そういった

ことにも取り組んでおりますので，あわせましてそういった近隣市町とも連携した取組で

リピーターの獲得に向けて努めてまいりたいと思っております。 
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 以上でございます。 

委員長（高重洋介君） 答弁願います。 

 教育次長。 

教育委員会教育次長（中川隆二君） 生徒指導支援員に対する期待といいますか御要望も

含めた御質問でございました。 

 一定には，スクールサポーターが市内学校の生徒指導上の課題解決のために，一定の成

果を上げていただいたと我々も認識している中で，さらなるステップアップということ

で，生徒指導支援員の配置を決定をしております。そうした中で，委員の方からも御質問

いただいたように，授業の進捗管理につきましては，教育委員会と学校現場を点検しなが

ら，適切に事業効果も含め管理をしていきたいというふうに思っております。 

 以上です。 

委員長（高重洋介君） 福祉部長。 

福祉部長（久重雅昭君） こども園の整備につきましては，先ほども言いましたように，

可能な限り木質化を図っていきたいというふうに思っております。ただ，現実的になりま

すけども，維持管理のことも当然考えなければいけない，建築コストのことも当然考えな

ければいけないということがございますので，その上で可能な限り木質化を目指していき

たいというふうに思っております。 

委員長（高重洋介君） 以上をもって今田委員の質疑を終結いたします。 

 続いて，竹橋和彦委員を指名いたします。 

 竹橋委員。 

委員（竹橋和彦君） それでは，全体質疑をさせていただきます。 

 １点目は，平成３０年度当初予算概要案の４ページより，シティプロモーションの展開

についてお伺いします。 

 当初予算の考え方として，竹原市の魅力を高める総合的な施策を着実に推進し，元気な

竹原市の実現に向けて積極的にシティプロモーションを展開され，本市の総合計画の目指

す「住みよさ実感 瀬戸内交流文化都市 たけはら」の実現に向けての取組であると思い

ます。総合的な施策を推進しつつ，あわせて地域のにぎわい創出につなげるためのシティ

プロモーションの展開をするための主な関連事業として，人を活かすから，観光プロモー

ション事業，ホームページ更新事業，地域活性化イベント事業の３事業，地域を活かすか

ら，空き家対策委託事業，子育て世代向け地域優良住宅管理事業，空き店舗等改修補助事
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業の３事業，歴史文化を活かすから，歴史文化啓発冊子作成事業，竹原芸術イベント事

業，市制６０周年記念事業の３事業，新規事業６事業，拡充事業１事業，継続事業２事

業，総額５，４１３万２，０００円の予算が措置されています。主な関連事業の中から，

観光プロモーション事業について質疑をさせていただきます。 

 インバウンドや交流事業の拡大は，私も賛成したいと思います。観光庁の発表による

と，定住人口１人当たりの年間消費額は１２１万円，旅行者の消費換算をすると，外国人

旅行者１１人分，国内旅行者宿泊２６人分，国内旅行者日帰り８１人分に当たると推計さ

れています。さらに，観光客の増加は，定住人口の減少を補う可能性があるとされていま

す。国も明日の日本を支える観光ビジョン構想会議で訪問外国人数を倍増させ，２０２０

年訪日外国人数４，０００万人を目標とすることを決め，首相は会議で，観光は成長戦略

の大きな柱の一つであり，地方創生の切り札だ，観光先進国という新たな高みを実現して

いくと述べられています。この背景を踏まえ，是非とも元気な竹原市の実現に向けリーダ

ーシップを発揮され，地域活性化，にぎわい創出に向けたかじ取りをしていただきたいと

思います。 

 さて，地方創生の取組におけるシティプロモーション，シティセールスもバブルの様相

を呈していますが，各自治体の定義，意義，内容も様々であり多様でありますが，本市に

おいてはどのようにお考えかお伺いします。 

 ２点目は，シティプロモーションの成功例として，境港市の水木しげるロードは，行

政，事業者，住民が境港市のポテンシャルを再発見し，協働連携して水木しげるロードを

盛り上げている点に成功要因があると言われています。２０１３年の経済効果は４，３２

２億円です。今では境港市全域に波及しているそうです。この事例から，行政，事業者，

住民が連携協働して取り組むことが大変重要だと考えています。本市と地域住民の魅力づ

くり，シビックプライドの醸成にどのように取り組むのかお伺いします。 

 ３点目は，テレビ，ラジオ，ポスター，インターネット，ＳＮＳ，郵便等の多様な情報

発信をする媒体がありますが，対象者によっては様々だと思いますが，効果的，効率的な

情報発信をどのような方法でされるのかお伺いします。 

 ４点目については，取り下げさせていただきます。 

 次に，予算書５５ページ，人事評価制度運用支援委託料についてをお伺いします。 

 国家公務員の人事評価制度は，平成１９年の法改正により導入，平成２１年より実施さ

れています。一方，地方公務員については，助言等により，人事評価制度の導入を促進す
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るにとどめられています。既に平成２５年４月１日現在，国の制度と同様の取組を実施さ

れている団体数は５３６団体が実施され，実施率は３４．６％と示されています。平成３

０年当初予算１０９万１，０００円が措置されています。予算特別委員会の個別質疑にお

いて，中身は人事異動の参考，グループでの仕事の場合の評価，取組の姿勢と答弁されま

した。実施運用に向けて大変苦慮されていると推察しますが，いつごろ導入実施される予

定なのか，従来の勤務評定と新たな人事評価制度の相違点についてお伺いします。人事評

価の狙いは，様々な背景の中で能力，実績に基づく人事管理の徹底，組織全体の士気の高

揚，公務効率の向上とされています。既に実施されている団体の効果例と士気の高揚，若

い職員にとって目標型人事評価を続けることで人材育成が図られるとあります。本市にお

いて，人事評価制度と人材育成をどのように位置づけ，活用されるのかお伺いします。 

委員長（高重洋介君） 順次答弁願います。 

 企画振興部長。 

企画振興部長（桶本哲也君） １点目のシティプロモーションについての御質問にお答え

をいたします。 

 ３点ございました。 

 まず，シティプロモーションの認識というような御質問かというふうに思います。シテ

ィプロモーションの取組につきましては，竹原市の魅力を掘り起こし，磨きをかけていく

ことで，本市のイメージアップまた認知度と知名度の向上を図りまして，交流，定住人口

の増加や新規創業，出店など，地域の活性化やにぎわいの創出につながるものというふう

に認識をいたしております。 

 次の行政，事業者，住民との連携というようなことで，委員さんの方からは水木しげる

ロードの取組の御紹介がございました。そうした魅力づくりの取組ということでの住民と

自治体の関わりというような御質問かというふうに思います。シティプロモーションを行

っていく場合について，市民の皆様ですとか竹原市を応援してくださる企業あるいは市外

に居住する方など，本市に関わる人を増やしていき，その方々と協力して様々な取組を進

める必要があるというふうに考えております。したがいまして，そうした行政だけではな

く，企業の方あるいは市民の方，あるいは市外の方も含めまして，しっかり連携をして取

り組む必要があるというふうに考えております。 

 ３点目の情報発信についての御質問でございます。来年度考えておりますのが，まず最

初の取組といたしまして，本市の魅力を引き続きホームページですとかＳＮＳ，広報紙な
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ど，様々な媒体を活用して積極的に発信をしていきたいと思っております。また，企業や

一般の方々を竹原の応援団として募りまして，竹原のファンとなっていただいた人の情報

力ですとかコミュニティを活用して，本市との関わりやつながりを持つそういった企業や

人を増やしていきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

委員長（高重洋介君） 総務部長。 

総務部長（平田康宏君） それでは，２点目の人事評価制度に関する御質問でございま

す。 

 まず１点目は，本市の場合，いつから導入かというお話がございました。それにつきま

しては，本市におけます人事評価制度は，平成２７年度に試行を行いまして，平成２８年

度から本格的に実施をしているというところでございます。 

 また，人事評価制度が導入された背景につきましては，地方分権の一層の進展によりま

して，地域における総合的な行政主体として，高度化，多様化する住民の行政ニーズに対

応し，住民に身近な行政サービスを提供するという地方公共団体の役割がますます増し，

また高度化，多様化する市民ニーズや厳しい財政状況のもとでまちづくりを推進していく

ためには，限られた財源と人材を有効に活用することが重要であり，個々の職員に困難な

課題を解決する能力と高い業績を上げることが従来以上に求められる状況になっている

中，そうした中地方公務員法が改正されまして，勤務評定にかえ，より客観性，透明性の

高い制度として導入されたというものでございます。 

 そうした中で，勤務評定と人事評価の相違点ということでございますが，人事評価につ

きましては，勤務評定と法的な性格が異なるというものではありませんで，任命権者が職

員の勤務状況について定期的に評価を実施し，その結果に応じた措置を講じなければなら

ないという基本的な性質にも相違はないと，このように考えております。勤務評定と比較

いたしまして人事評価は，能力，実績主義を実現するためのツールというものであるとい

うこと，人事の公平性，公正性を担保するものであること，人事システムの客観性，透明

性を高めるものであること，また人材育成につながるものであることということといたし

ております。それで，人事評価制度につきましては，竹原市の人材育成基本方針におきま

しても，人材育成のための取組の区分の一つとして，やる気を高める人事管理というもの

を定めております。人事評価制度の最終的な目的でございますが，その職員が職務を遂行

するに当たり，発揮した能力及び上げた業績を公正に把握することで，職員の主体的な職
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務の遂行及びより高い能力を持った職員の育成を行うとともに，能力，実績に基づく人事

管理を行うことによりまして組織全体の士気高揚を促しまして，公務効率の向上につな

げ，最終的には住民サービス向上の土台をつくることを目的としているものでございま

す。 

 以上でございます。 

委員長（高重洋介君） 竹橋委員。 

委員（竹橋和彦君） ありがとうございました。 

 それでは，情報発信について，ホームページ更新事業の目的として，市の情報をわかり

やすく発信するためのデザイン等を変更されるようですが，訪日外国人は多くの方が旅行

先のホームページを参考にして訪れると思うのですけれども，せっかくの更新の機会です

ので，ホームページの多言語化のお考えはまずないでしょうかというのが１点です。 

 それと，人事評価の一番大きな相違点と申しました旧と新のこれは，旧は片面的という

か一方的というか，新は何回かヒアリングをしたりコミュニケーションが図れるのかなと

いうのが大きく違う点と，給与に反映されていくというのが大きな違いではないのかなと

いうふうに私は理解したのですけれど，その点をもう一度確認したいと思います。この２

点について。 

委員長（高重洋介君） 企画振興部長。 

企画振興部長（桶本哲也君） 情報発信に関する御質問でございます。 

 来年度予算を計上させていただいておりますホームページの更新の事業につきまして

は，本市竹原市の公式ホームページのデザイン等をよりわかりやすく，見る人に検索しや

すくしていただくようなデザイン等を更新していくというものでございます。 

 その中で，多言語化という御質問でございますが，多言語化についても，できる範囲で

検討はしてまいりたいというふうに考えておりますが，観光客の方が見られるものといた

しましては，やはり観光のポータルサイトの方が圧倒的に閲覧数が多いという状況という

ふうに思っております。現在の観光ポータルサイトにつきましては，これは国の地方創生

の交付金を活用いたしましてリニューアルをいたしております。これは多言語対応のホー

ムページということでさせていただいておりまして，市内の観光地の情報ですとか，ある

いはイベントの情報ですとか，またお店の情報ですとか，様々検索はできるような形にな

っております。スマートフォンにも一定には対応ができておりまして，多言語も５カ国語

の対応ということにさせていただいております。日本語，英語，中国語が簡体字，繁体
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字，それと韓国語ということで，これは観光協会の方で運営をしていただいているという

ホームページでございますけども，市の公式ホームページにつきましても，可能かどう

か，限られた予算の範囲でございますので，その中で検討させていただければと思ってお

ります。 

 以上でございます。 

委員長（高重洋介君） 総務部長。 

総務部長（平田康宏君） 人事評価制度に関する御質問でございまして，勤務評定と人事

評価の差ということで，一番特徴的なものは，勤務評定の場合は評価の内容について本人

の方に知らされてなかったということもございます。そういったことも課題としてありま

して，人事評価のもとでは，評価基準を当然明示した上で，評価結果につきましても本人

へ開示ということで，客観性，透明性を高めまして，人事管理の基礎となるということが

明確化とされているものでございます。 

 先ほど委員の方から給与の反映のこともございましたが，現在本市の場合は，２７年度

試行，２８年度から実施ということをお答えいたしましたが，まだ給与の反映につきまし

ては一定の時間を要すると考えております。 

 そこで，本年度予算措置しております人事評価制度運用支援委託料の内容でございます

が，まず最初の目標の設定と評価の内容につきまして，そこのばらつきをなくすというこ

とで，適正化ということで，年度始めあるいは年度中途において，研修等も行っておりま

す。そうした中で，その研修を実施しながら，評価するものの客観性を確保しながら今後

進めてまいりたいと思っておりますので，御理解いただきたいと思います。 

 以上でございます。 

委員長（高重洋介君） 竹橋委員。 

委員（竹橋和彦君） ありがとうございました。評価者の公平性というか基準というのが

大切なのかなと思っています。 

 最後の質問なので，質問ではありません。今朝もプロモーションのひなめぐりと動画を

見てきたのですけど，６分間のアリスはかなりのアクセス数がありました。昨日もひなめ

ぐりについては，私が動画を見た時は８９９だったのが，今朝見ますと九百十幾らだった

のです。これは随分眠いというか，見ていても眠いなと。もう少しとがった訴求効果のあ

る動画がないのかなという，アリスの１分動画も若干眠いなという感じがしました。これ

が印象的でした。 
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 それで，最後ですが答弁は求めませんが，シティプロモーションというのはなかなか短

期間で得られるものではなくって，継続して取り組むことが本当に大切だと私は思ってい

ます。費用対効果を十分に発揮していただきまして，全庁挙げて取り組んでいただいて，

にぎわい創出に向けて邁進していただければと思っておりますのでよろしくお願いしま

す。 

 以上です。 

委員長（高重洋介君） 以上をもって竹橋委員の質疑を終結いたします。 

 続いて，山元経穂委員を指名いたします。 

 山元委員。 

委員（山元経穂君） ただいま委員長より発言の許可が出ましたので，通告書に基づいて

質疑をさせていただきたいと思います。 

 本年１月１５日に本市市制の長に就任された今榮市長におかれましては，当然次年度予

算が初の当初予算編成であり，市長の施策に対する市民の注目度も比較的高いものと推察

されます。市長は，次年度予算に関する考え方として，人，地域，歴史文化という本市の

地域資源に着目する活かすまちづくりの推進を目指し，シティプロモーションを展開して

これらの魅力を発信し，地域の活力を生み出し高めることを図るものであるとされていま

す。シティプロモーションという言葉は，本年１月２３日に行われた平成３０年第１回竹

原市議会臨時会の所信表明においても市長が述べられたものでもあり，次年度予算執行に

伴う施策にキーワードの一つとして受けとめています。 

 また，近年本市においては，平成２７年度より，国の地方創生の推進に呼応して，竹原

市まち・ひと・しごと創生総合戦略（以下総合戦略）を策定し，国，県と連携する中で予

算措置を講じ，本市の基幹計画である竹原市第５次総合計画（以下現総合計画）を補完強

化しながら，観光，産業等，市政の継続的発展に取り組んできたと認識しております。次

年度の予算編成においても，現総合計画の施策推進のために総合戦略に基づく効果的な施

策展開を継続しながら，新たな視点からの施策を模索していくとあります。しかし，現総

合計画は，次年度に計画最終年度を迎えるため，当年度に第６次総合計画（以下次期総合

計画）の策定を機とし，委託料が予算計上されています。次期総合計画においても，現在

全国の地方自治体同様に，本市が直面している課題である人口減少，少子高齢化，地域活

力の低下，住民ニーズの多様化等に対峙し，施策を明示の上，市民の御理解を求めつつ，

着実に実施していかなければならないことは自明の理だと考えます。 
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 そこで，今述べた次年度における予算編成，それに伴う施策についての基本的認識を踏

まえて，以下３点市長の御所見をお伺いいたします。 

 最初に，１点目としてシティプロモーションについてお伺いいたします。 

 シティプロモーションという政策理念は，政策全般が個別施策を包含し，またその逆も

真なりとする帰納法的かつ演繹法的な視点に立つことができる千差万別，変幻自在なもの

であり，柔軟な政策展開に期待を持ち得ることが可能であると考えます。一方，それゆえ

に捉えにくいものであり，現段階ではまだ市民にも職員にも市長の理念が浸透していない

のではないかと感じております。言うまでもなく，シティプロモーションの理念を具現化

するためには，市民の御理解や職員の理解が欠かせません。ゆえに改めて市長のお考えに

なられているシティプロモーションに対する認識をお伺いいたします。そして，今後シテ

ィプロモーションによる施策の実施において，どのように市民や職員に周知されていくの

かお伺いいたします。 

 次に，２点目についてですが，本市の平成３０年度当初予算案の概要にあるシティプロ

モーションの展開という項目に主な事業として９事業が記載されています。そのうち６事

業は観光とイベントに関するものであり，拡大的に捉えると，観光という枠に集約される

と考えます。市長は昨年の選挙以来，本市の交流人口を年間１５０万人へと増加を目指す

と公表されてこられましたが，次年度は本市の観光政策のビジョンをどのように形成さ

れ，観光プロモーション事業をはじめとするシティプロモーションの展開で交流人口の拡

大を推進するおつもりですか，また交流人口拡大のために，国，県との連携についてのお

考えもお伺いいたします。 

 最後に，３点目として次年度に策定される次期総合計画についてですが，この計画は１

０年後の本市の将来に向けた羅針盤であるのみならず，次年度の策定という時間を鑑みれ

ば，市長の今後の政策方針を具現するものであると考えます。そこで，次年度以降も本市

の施策のキーワードとなるシティプロモーションという政策的理念を次期総合計画にどの

ように反映させていくおつもりかお伺いいたします。 

 以上です。 

委員長（高重洋介君） 企画振興部長。 

企画振興部長（桶本哲也君） シティプロモーションに関する御質問でございます。 

 まず，シティプロモーションの認識という御質問でございますが，シティプロモーショ

ンの取組は，竹原市の魅力を掘り起こし，磨きをかけていくことで，本市のイメージアッ
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プ，また認知度と知名度の向上を図り，交流，定住人口の増加や新規創業，出店など，地

域の活性化やにぎわいの創出につながるものであるというふうに認識をいたしておりま

す。そのためには，市民の皆様や本市を応援してくださる企業，市外に居住する方など，

本市に関わる人を増やし，その方々と協力して様々な取組を進める必要があると考えてお

ります。 

 まず，最初の取組といたしましては，本市の魅力をホームページやＳＮＳ，広報紙な

ど，様々な媒体を活用して積極的に発信し，企業や一般の方々を竹原の応援団として募

り，竹原のファンとなっていただいた人の情報力ですとかコミュニティーを活用して，本

市と関わりやつながりを持つ企業や人を増やしていきたいというふうに考えているところ

でございます。また，職員でございますけども，職員にはシティプロモーションを実現す

るために，意識の共有を図ってまいりたいというふうに考えております。 

 次に，本市の観光政策のビジョンというような御質問でございますが，本市の観光政策

につきましては，観光消費額の増加を通じたまちのにぎわいづくりを推進するということ

で，観光客を増やす，消費単価を増やす，事業者を増やす，この３つの視点から各種事業

を進めることとして，それぞれ事業を横断的に相互発展させることで，観光客の満足度の

向上とリピーターの増加から観光消費額の増大につながる好循環を生み出すような取組を

進めてまいりたいと考えております。また，国，県との連携でございますが，国におきま

しては，明日の日本を支える観光ビジョンにおきまして，世界が訪れたくなる日本を目指

し，東京オリンピック・パラリンピックが開催される２０２０年の目標値としまして，訪

日外国人旅行者数４，０００万人を掲げて取組を行うこととされております。また，広島

県におきましては，ひろしま観光立県推進基本計画で外国人観光客の受け入れ環境の充実

に重点的に取り組むとともに，国や地域ごとのニーズ等に応じた対応を行うというふうに

されておられます。このような国，県の計画との連携を図ることにより，交流人口１５０

万人の実現に向けた取組を進めてまいりたいと考えております。 

 次に，総合計画への反映という御質問でございます。来年度策定を予定しております第

６次竹原市総合計画につきましては，これまでの取組を振り返り，浮き彫りとなった本市

の課題や問題点を明らかにした上で，竹原市の１０年後のあるべき姿とそれを実現するた

めに必要となる施策や事業について示すものであります。シティプロモーションの取組

は，竹原市の魅力を発信するということだけではなくて，本市と関わりのある人や関わり

を持つ人を増やすことでもありまして，これらの取組が総合計画に位置づけた施策の実効
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性を高め，各種事業の進化につながるように，様々な取組に反映させてまいりたいという

ふうに考えております。 

 以上でございます。 

委員長（高重洋介君） 山元委員。 

委員（山元経穂君） 御答弁ありがとうございました。 

 それでは，再質問に入らせていただきたいと思います。 

 先ほども最初の質問でシティプロモーションについて述べましたが，シティプロモーシ

ョンという概念ですが，非常に概念的に捉えるとしたら，全体が個別施策を包み，また個

別施策のそれぞれの絡みが全体施策に影響していくということで，先ほども述べました

が，変幻自在なものである，だから非常につかみにくい，ある意味使いにくい面もある

が，これがうまくいけば確かに市長の目指す地域のにぎわい，竹原市の活性化にはつなが

っていくと思います。そのシティプロモーションですが，最初は我が国で始まったころは

１９８０年代で，福岡市の東京事務所がシティセールス担当課，今のプロモーションでは

なくシティセールス，意味合いはプロモーションは日本語に直すと販売という意味，セー

ルスも同じ販売という意味で，意味合いは変わらないのですが，最初はシティセールスと

いう言葉でありました。それが９０年代，また和歌山市も取り組んだりして，先ほど竹橋

委員さんの質疑にもありましたが，シティプロモーションバブルと言えるようなそれぞれ

に町を売り出していこうということになっていったんだと思います。このシティプロモー

ションですが，肝要なことがあるとは思います。先ほど御答弁にもありましたけど，市

長，職員の共有認識も図っていく中で，職員のみならず，まず市長そしてまた私たちも含

めて，市民みんなが営業マンになって，その町の魅力を売り出していかなければならない

ということがまた一つあると思います。そして，ではただ売り出していく，もちろん販

売，マーケティング，そういう部分になりますけど，どうＰＲしていくかです。これも先

ほど竹橋委員さんの質疑でもありました。鳥取県の境港市，水木しげるロード，もう一つ

熊本県のくまモンなのですが，ＰＲという方法について，この２つは皆さんも御存じだと

思います，すごくこのくまモンと水木しげるロードは名前も全国的に売れたと思います。

では，これによって税収は増えたかといったら，実は若干なりの増加はあるとは思います

が，飛び抜けて税収が増えたわけではない。そのかわり，先ほど竹橋委員もありました，

多分言い間違えではないかとは思うのですが，境港市の場合，経済効果は３年間，２００

８年は１２０億円だったのが，２０１１年には４３６億円。それで，くまモンの場合なの
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ですが，予算的には１．９億円の予算を組んでいる，税収効果としては１億円，１億円の

赤字ということにはなりますが，そのかわり経済効果の試算として２９３億円，ある試算

では１，０００億円を超えたという試算もあるわけです。つまり，税収，直接市の税制に

は反映されなかったのですけど，経済効果を大きくもたらしている。では，これはどうい

うことなのかといったら，結局は住民福祉の向上につながっているというところではない

かと思います。この住民福祉の向上に，一般質問ではないので税収がいかに伸びなかった

かというところは割愛させていただきますが，結局はこの経済効果の増加によって，住民

福祉の向上につながっている，これが町のにぎわいをもたらしていることは絶対に間違い

ないと言えることなのです。そういう意味でもシティプロモーション，市長が目指される

シティプロモーションというのにはかなりの竹原市の将来のまちづくりの可能性があると

思っております。それで，町が活性化していくということは，これはシティプロモーショ

ンですから，町の知名度が売れる，そうすれば町により交流人口も集まる，またうまくい

けばそれが定住人口の増加にまでつながる，竹原はいいところだね，竹原は住みやすいね

というところまでつながっていけば一番最高な形ではないかと考えます。そのためには，

今は観光プロモーションの方に聞こえるかもしれませんが，先ほど言いました個別施策，

例えば教育や子育て，産業，いろんな面につながっていくと思うのです。それらの総合的

な判断，もちろん気候等，地勢条件等もあるとは思いますが，それらを総合的に竹原市っ

ていいところだよねというところが伝わっていけば，ひょっとすれば定住人口の増加につ

ながっていくという期待を持たせる政策ではあると思います。 

 続いて，今はシティプロモーションの概念ということでもう一遍説明させていただいた

のですが，次にシティプロモーションの中に含まれます観光プロモーションというところ

で，先ほど御答弁にはありました，国と県との連携をどうされるかというところで問うた

のですが，御答弁において，国と県との動向にも着目して，一緒に連携しながら施策を推

進していく，そして国の方はこれは言うまでもなく２０２０年に東京オリンピックがあり

まして，観光客，特にインバウンドの加速を目指している。県の方も，先ほど答弁にあり

ましたが，本年１月１９日公表，商工労働局観光課が策定したひろしま観光立県推進基本

計画の中で，平成２８年度が６，７７０万人だった総観光客を，平成３２年度２０２０年

には７，０００万にしていく，そのうちで外国人が平成２８年度が２０１万人，そしてオ

リンピックの年，平成３２年には３００万人にしていきたい。御答弁にもあったように，

外国人客の増加も目指していく，そして竹橋委員さんからも先ほどありました，１人当た
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りの定住人口，また国内旅行者の消費額よりも外国人観光客が少数でその分を補っていけ

るという数字の紹介がありましたが，こういうデータを私も調べて持っていたのですが，

竹橋委員さんが紹介してくださったので，ここも割愛させていただきたいと思います。 

 また，本市の特徴ですが，もちろん言うまでもなく外国人観光客を誘致するということ

に関しては，大久野島また空港が近いという非常に利便性もあります，その中で知名度も

増えている。先ほど竹橋委員さんの答弁の中で，本市の観光客全体では減っているという

話がありましたが，本市の外国人観光客で見ると，平成２７年度１万８，０７２人，平成

２８年度１万９，２９７人。外国人誘客，インバウンド政策に取り組んでいかない理由は

ないと思うのです。また，東京オリンピックも控えているということで，間違いなく政府

の方も外国人客誘致に取り組んでいるということで，取り組んでいかない理由はないと思

うのです。その時にどう売り出していくかということも大事だと思うのですが，もういろ

いろなところで，先ほども都市圏や首都圏にどんどんどんどん竹原市をＰＲして売り込ん

でいくとかと，国内向けにはそういう事情もあるかもしれない。問題は，インバウンドを

売り込む時にどうするかというところだと思うのですが，これは例えば広島にも韓国領事

館等はあるわけです，韓国は近いです，広島から飛行機で。そういうところにもどんどん

どんどん売り込んでいく，またいろんな外務省等とも連携して売り込んでいってもいいの

ではないか，やらないよりはどんどんどんどんやって売っていくのは，もちろんこれこそ

セールスです。その中で，訪日外国人客で本市に来てくれる方を増やしていく必要性があ

ると思います。そういうようなところで，本市の観光客誘致について取り組んでいく姿勢

について，まずはもう一度伺っておきたいと思います。 

委員長（高重洋介君） 企画振興部長。 

企画振興部長（桶本哲也君） インバウンド観光の推進に関する御質問と思います。 

 先ほど外国人観光客が竹原市において増加している状況というのを御説明いただきまし

た。確かに数年前に比べても何十倍というふうに外国人観光客が増えています。これは大

久野島の影響というのが非常に大きいものだというふうに思います。ただ，先ほども申し

上げましたが，大久野島へ来られている観光客の大半の方は，市外の他の観光地へ向かわ

れているという現状がございます。また，広島空港を利用されている外国人観光客という

のは，ほとんどの方が広島市の方へ行かれているというようなこともございます。広島市

には，宮島ですとか広島の原爆ドームとかがございますので，広島市を拠点に移動されて

いるというようなことがございます。確かに外国人の誘客というのは，国，県を挙げて進
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められておられますので，本市としましても，当然インバウンド観光については，引き続

き推進していかなければならないというふうに思っております。本市には現在アジア圏の

方が多くお見えになっておられるというような状況でございますが，また県とも連携しな

がら，そういった外国人向けの情報発信というのは行っていきたいというふうに思ってお

りますし，今委員さんがおっしゃられましたように，竹原市をいかに売り込んでいくかと

いうことが非常に大事なことでございます。これまでも外国人観光客の誘客に向けたプロ

モーションというのを行ってまいりましたので，引き続きそういった取組を継続していく

とともに，今年度は今町並みで行っています町並みひなめぐりにつきましても，英語版の

パンフレットを外国人向けに作成をして，そういった以前つくりました外国語版のガイド

ブック，パンフレットを広島市内のホテルですとかゲストハウス等にも職員が出向いて配

布をさせていただいているというようなこともございます。そういったことを引き続きし

っかり外国人に向けてもアピールできるように，インバウンド観光については推進してい

きたいと思っております，よろしくお願いいたします。 

委員長（高重洋介君） 山元委員。 

委員（山元経穂君） 最後の３回目の質疑になりますが，外国人観光客はアジア圏の方と

いうことで，これはもうどこの日本の市町もインバウンドでは狙っていると思うのです

が，最大のチャンスだと思うのです。我が国では，先ほども最初の質疑で述べましたが，

人口減少している，その一方で，地球の中では物すごい数の人口が爆発的に増加してい

る，特にアジア圏はヨーロッパやアメリカとも比べて，莫大に人口が増えている増加地域

の一つでもあるわけです。これを取り込まない手は絶対にないと思いますので，引き続き

本市としてセールス，観光プロモーションとしてのセールスを仕掛けていっていただきた

いと思います。 

 それで，市長の掲げるシティプロモーションということなのですが，一般財団法人の地

域開発研究所の牧瀬稔さんは，この方は各地のシティプロモーションに実際かなり実地と

しても関わって，研究にも詳しい人で，先ほど竹橋委員さんも言葉だけ一言ありました

が，シビックプライドということを上げているのです。シビックを日本語に直すと市民

の，プライドはよく言うプライド，誇りです，市民の誇り，これが郷土愛，こういうもの

を醸成していけば，自分たちが積極的にまちづくりに関わるという市民意識の形成ができ

てくる，そうすれば市民自らがうちの町はいいよとか売り出していけるという，そんな単

純なものではないかもしれないですが，自分の町のことをどんどんどんどんいろんな場面
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で紹介していけるようになると思うのです。また，この似て非なる視点というのがシビッ

クプライドについて紹介させていただきたいと思いますが，先月の平昌オリンピック，カ

ーリング女子銀メダリストの吉田知那美選手は，北海道の地元についてこう述べられてい

ます。正直この町，何もないよね，この町にいても絶対夢はかなわないと思っていた，だ

けど今はこの町にいなかったら夢はかなわなかったなと思う，たくさんの夢はあると思う

けど，大切な仲間や家族がいれば夢はかなう，環境なんて関係ない。また，市長も先月出

席された本市のロードレース大会の中の御挨拶で，この中から東京オリンピックに出る選

手が生まれるかもしれないということを言われています。これこそがまさにシティプロモ

ーションの達成した形なのではないかと思います。それは住民の福祉の向上ということで

す。協働人口，ともに町をつくっていこうとする人たち，先ほども答弁にありました，本

市ももちろんさることながら，本市以外の企業や応援団を外側につくって，どんどんどん

どん本市のために支援していただきたい，本市の売り出しにも協力してもらいたいと。こ

ういう協働人口や住民の福祉の向上，これこそがシティプロモーションの最終的な目標で

ある。それと，先ほど境港の例もありましたが，税収としては増えていない，そのかわり

地域のにぎわいが出ている，一つ一つシティプロモーションですから，個別の政策の中で

花が咲いていく，それが最後に大きく結びついて，もっと大きな花が咲いていけばいいと

いうのがシティプロモーションではないかと思うのですが，このシティプロモーションを

今後目指していくに当たり，次年度の予算執行と合わせて，最後に市長の御所見をお伺い

いたしたいと思います。 

委員長（高重洋介君） 市長。 

市長（今榮敏彦君） シティプロモーションについて，るる御意見なり御提言なりをいた

だいております。もちろんいろいろ御発言の中にもありましたけれども，シティプロモー

ションそのものは目的ではなくて，各それぞれの事業または町をＰＲする上での一つの手

段であるというふうな認識をしております。ただ，手段であっても，手段をいかに効果的

なものにしていくかという策はいろいろ各市町で取組の方法，また考え方というものも違

うと思います，違って当然だというふうに思っております。 

 その中で，行政が一方的に行う一方通行的な情報発信というものは，もう効果が薄いと

いうものは明らかになってきているというものもございます。そういう中で，自治体競争

の中にこのシティプロモーションやシティセールスという概念が広がってきたのも事実で

ありますし，ただこれは流行ではなくて，町としていかに経営運営をしていくかという上
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での一つの営業努力というふうに考えております。その中でいかにこの手段をどう打って

いくかということを，まさにこの個別事業を磨き，または住民の皆様と汗を一緒に流しな

がら取り組んでいくというのがこのプロモーションというものだというふうに認識してお

ります。他市においては既に進めておられるこのプロモーションの概念は，竹原において

も，実は言葉は違いますけれども，既に取り組んできた実績もあります。ですから，改め

てこれを行政一方的な取組とせず，市外の竹原の出身者の方，また企業の方，そして今竹

原に住んでおられる方ともども力を合わせていく，これがプロモーションが成功するかし

ないかの鍵を握っているというふうに私としては考えております。そうした意味で，総合

計画を策定する平成３０年度においても，そういう理念は各種個別事業にもしっかりと踏

まえた上で，どのような効果を生み出すことができるか，または今まで取り組んできた事

業がしっかりと効果発現できるようなこと，また今までの継続事業をさらに進化をさせて

いくという意味でも，新たな３０年度の予算の執行または次期総合計画の策定に向けた取

組を進めてまいりたいというふうに思っております。 

委員長（高重洋介君） 以上をもって山元委員の質疑を終結いたします。 

 審査の都合により，午後１時まで休憩いたします。 

              午前１１時２５分 休憩 

              午後 ０時５２分 再開 

              〔委員長交代〕 

副委員長（今田佳男君） 休憩前に引き続き委員会を開きます。 

 午前中に引き続き全体質疑を行います。 

 堀越賢二委員を指名いたします。 

 堀越委員。 

委員（堀越賢二君） それでは，大きく４つ質問をさせていただきます。 

 予算書２０３ページの非常備消防費の消防団員装備品更新事業，そしてページ２０５，

災害対策費の全国瞬時警報システム改修事業，ページ５５，文書広報費のホームページ更

新事業，ページ２４１，文化財保護費，歴史文化啓発冊子作成事業の４つについて質問を

させていただきます。 

 まず初めに，消防団員装備品更新事業についてでありますが，こちらは宝くじコミュニ

ティ助成金の１００万円と一般財源の５万円のトータル１０５万円の予算ということであ

りますが，こちらの方を大きくコミュニティ助成金の１００万円があっての事業というこ
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とはこの予算を見てもわかりますが，これは助成金がなくても更新が必要であると私は考

えますし，そうあるべきであれば，ほかの装備品や災害対応に必要とされる備品の拡充な

どにおける今後の計画はどのように行われるものなのかをお聞きしたいと思います。 

 そして，次に全国瞬時警報システム改修事業ですが，こちらは新型受信機の導入という

ことでありまして，Ｊ－ＡＬＥＲＴが使用される状況，これは弾道ミサイルの通過や落下

の可能性，こういった場合においての使用になりますが，もしこれらが発することがあっ

た時の行動などを，こちらも竹原市のホームページなどにおいて周知もしておりますが，

こちらの徹底もあわせて必要であると考えます。現在の広報や放送設備のこちらの方の把

握ですが，これはちょうど明日の３月１４日，これはＪ－ＡＬＥＲＴの情報伝達訓練が実

施されます。こちらについての状況等をお聞かせいただきたいと思います。 

 そして，ホームページ更新事業，こちらは午前中も他委員の方からもありましたが，こ

れは今回１００万円という限られた予算の中で，どうしてもするべきことにおいては制限

があろうかと思います。限界があると思いますが，これらを委託するということにおいて

は，やはり市民の要望であるとか竹原市がこういったようなことをホームページから発信

をしたい，そういったようなイメージをしっかりと伝える必要があるし，そういったよう

なものが反映されたものでないといけないと思います。そして，このホームページは，お

よそパソコンで閲覧をするといったような状況かと思いますが，現在パソコンでの閲覧の

需要，こういったようなものもありますが，特に若年層においては，スマートフォンやタ

ブレットでの閲覧，検索，そういったようなものが現在は主流になっているのではないで

しょうか。また，若年層だけでなくて，中高年層の方においても，現在においてはスマー

トフォン，タブレット，そういったような使用も随分増えてきているものだと思います。

そういった幅広い年代において，見やすいものがやはり一番大事なものと思いますので，

どういったような竹原市のビジョンを持って，そういうホームページにするのか，まずそ

ういったようなところをお聞きしたいと思いますし，今回の予算の中では非常に難しいと

思いますが，先ほども申したように，スマートフォンに対応したようなホームページの対

応を早急に整備する必要があろうかと思います。また，今回更新するものの，公開予定の

時期について教えていただければと思います。 

 続いて，文化財保護費の方の歴史文化啓発冊子作成事業，こちらは国と市で１６０万円

ずつ，３２０万円の予算ということで１，０００冊作成をするということを聞いておりま

す。その内容についても，小学生などにもわかりやすいような冊子をつくっていく，そし



- 260 - 

て目的のもう一つ，郷土愛の醸成といったようなものも書かれています。こういったよう

な歴史文化の啓発の冊子ということではありますが，近現代の本市の経済成長，こちらの

大きく寄与している企業などの掲載も是非とも検討していただいて，この竹原市の将来を

担う子どもたちが本市への愛着，こういったようなものを持っていただけるような，また

持ち続けていただくめにも，掲載して広く周知すべきであると考えますが，この点につい

てお聞きいたします。 

副委員長（今田佳男君） 順次答弁願います。 

 総務部長。 

総務部長（平田康宏君） では，お答えいたします。 

 まず，１点目の消防団員装備品更新事業でございますが，こちらの事業につきまして

は，今回消防団活動の安全性の向上のため，消防団員のヘルメットを更新すると，こうい

ったものでございます。消防団員に必要な装備品等の拡充につきましては，今回のヘルメ

ットの更新を含めまして，消防団の幹部の皆さんと連携を図りながら，必要に応じて計画

的に整備拡充を図っているところでございます。 

 なお，その財源につきましては，現在委員の方からもお話がございましたが，コミュニ

ティ助成事業の中の地域防災組織育成助成事業，こういったものを活用することとしてい

るところでございます。 

 ２点目の全国瞬時警報システム改修事業でございます，いわゆるＪ－ＡＬＥＲＴでござ

いますが，こちらにつきましては国民保護に関する情報ということ，このシステムの導入

から５年を経過したということから，より迅速に情報伝達を可能とするため，今回新型受

信機を導入することといたしたところでございます。この導入によりまして，新型受信機

に移行いたしますが，パソコンなど，無停電，停電がないような電源装置と関連する機器

も整備することといたしております。弾道ミサイルの通過や落下の可能性ということから

のお話もございました。そちらにつきましては，Ｊ－ＡＬＥＲＴが発動をいたします。本

市におきましては，その際屋外拡声装置や告知放送端末，また竹原市の防災情報等メール

の配信サービスからもその情報が伝達される仕組みとなっております。この情報につきま

しては，テレビやラジオ，携帯電話による緊急速報メール，いわゆるエリアメールでござ

いますが，こちらでも緊急情報として伝達されるということでございます。 

 その際の市民の皆さんの行動に関してでございますが，お話がございましたように，市

のホームページにその落下時の行動については記載しております。少し内容を申し上げま
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すと，頑丈な建物や地下街などへの避難する，物陰に身を隠すか地面に伏せ頭部を守る，

できるだけ窓から離れるか，窓のない部屋への移動など，屋外と屋内にいる場合それぞれ

の具体的な行動を掲載いたしております。今後も市のホームページや広報たけはらの掲載

など，様々な媒体及び地域への出前講座などの機会を通じまして，市民の皆さんへの周知

を図ってまいりたいと考えております。 

 それと，明日でございますが，３月１４日に実施を予定しておりますＪ－ＡＬＥＲＴを

用いた情報伝達訓練でございます。これまでに４回実施をいたしております。その実施の

前には，広報，ホームページ，タネット，防災情報等のメール配信サービスを通じまし

て，市民の皆さんへ周知を努めているところでございます。この間４回の伝達訓練におき

ましては，情報につきましては正常に伝達をされているといったところでございます。 

 また，行動に関することでございますが，一部の地域におきましては，地震や津波など

の自然災害を想定いたしました屋外拡声装置を使用して，情報伝達による避難訓練を実施

されているところもございます。自然災害以外の今回の弾道ミサイルの落下など，国民保

護に関する情報に基づく避難訓練につきましても，地域の皆さんと連携を図りながら，実

施に向け取り組んでまいりたいと，このように考えております。 

 以上でございます。 

副委員長（今田佳男君） 企画振興部長。 

企画振興部長（桶本哲也君） 次に，ホームページ更新事業についての御質問にお答えを

いたします。 

 このたびのホームページの更新事業につきましては，トップページのデザイン変更など

が中心ということで，更新を検討しているところでございます。限られた予算の中で最大

限の効果が得られるよう，ホームページ作成事業者へ今委員から御指摘のありましたよう

なことも協議検討する中で，本市のイメージアップにつながるホームページを作成してい

きたいというふうに考えております。 

 なお，スマートフォン対応につきましては，利便性や費用対効果の観点から，今後の課

題として導入事例を調査研究いたしたいというふうに考えております。 

 また，このたびのホームページの更新の時期でございますけども，これもホームページ

の作成事業者と契約した後に，協議状況ですとか作業期間により前後してくるというふう

に思いますので，なるべく早い時期に公開できるよう調整してまいりたいと考えておりま

す。 
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 以上でございます。 

副委員長（今田佳男君） 教育次長。 

教育委員会教育次長（中川隆二君） それでは，私の方からは歴史文化啓発冊子の作成事

業について御説明させていただきます。 

 この事業につきましては，３０年度が市制施行６０周年というのとも重なりますので，

竹原の歴史文化の啓発，それから郷土愛の醸成を図るためにこうした冊子を作成したいと

いうふうに考えております。冊子の内容につきましては，竹原の古代から現代までを記述

した全時代を通じた，いわゆる市史の通史といったようなダイジェスト版的なイメージで

構成をしたいというふうに考えております。ダイジェスト版ということでございますの

で，市民の皆さんにわかりやすい内容にすることが大切だろうというふうに考える中で，

先ほど委員の方からもお話がありましたように，小学校高学年が理解できる内容で構成を

しまして，学校の教材としても活用していければというふうに考えております。 

 委員の方からいただきました御意見の中で，企業などの掲載をということでございます

が，歴史文化の啓発資料としたいことから，竹原市のこれまでの歩みであるとか歴史を振

りかえる中で，特に必要な事柄については記載をしていければというふうに考えておりま

す。 

 以上でございます。 

副委員長（今田佳男君） 堀越委員。 

委員（堀越賢二君） それでは，少し順番は前後しますが，先ほどの啓発冊子，こちらの

方についてでありますが，どうしても限られた予算の中で膨大な情報量をそこに載せなけ

ればいけないといったような，またそれを取捨選択といいますか選んで，できるだけ多く

の情報を載せていくという，その作業自体もすごく，選んでいくという作業が大変である

のと同時に重要なのかなとも思っておりますし，先ほど私が企業ということで申しました

のは，仕事ということで考えれば，竹原は製塩であったりとかそういったようなことも，

酒づくり，そういったようなところに目が行きがちではありますけど，現在竹原市でも日

本を代表するといいますか世界にも競争力を持った企業もありますので，そういったよう

な企業も掲載をして，竹原の町にはこういったようなすばらしい会社があって，竹原のた

めになっているのだよというようなことも，これから竹原市に目を向けていただく，竹原

を誇りに思っていただく，そういう子どもたちを育てていくということに関しては，非常

に大きな役割もこういったような資料的なものには大変効果があるのではないかと私は考
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えておりますので，内容を十分に整理をしていただいて，それとそういった集まった情報

等については，この資料を紙ベースの資料だけではなくて，何か市民の皆様にお伝えする

ようなことをすべきであろうと考えますので，その点についてお伺いいたします。 

 続いて，消防団員装備品はヘルメットということでありますが，現在三百八十数名の竹

原市消防団員がおりまして，それに対応するため４００個のヘルメットということを聞い

ております。どうしても今現在各それぞれの分団に配備をしてありますヘルメットにおい

ても，それぞれ物によっては耐用年数といいますか，かなり納入時期が違っているものも

あろうかとは思いますので，これらについては今後耐用年数が過ぎたようなものを使用す

ることがないためにも，一応全てもう全部回収して，新しいものを全て装備して，また今

回からをゼロスタートとして，必要に応じて更新ということも計画的に進めるべきであろ

うと思います。なぜその消防団のヘルメットの更新は，もちろん団員の生命を守るため

に，頭部を守るために非常に大事なものであります。竹原市においては気候が温暖といっ

たようなところもありまして，災害がほかの他市町と比べれば少ないといったような状況

もあろうかと思います。ただ，そうは言えども火災発生事例や土砂災害の発生，そういっ

たような災害発生もゼロではありません。消防団においては，災害時だけではなくて，平

時においても地域住民の方に火災の未然防止，そういったような啓発活動を住民の皆様に

消火器の使用方法であったりとか避難時の注意すべき点であるとか，そういったような住

民の皆さんの生活に直結したそういったような啓発活動も常にされております。そういっ

たところで見れば，今後地域で一つのコミュニティとして様々なことを進めていくところ

においては，消防団のあり方といったようなものは非常に重要なポジションではなかろう

かと思いますし，必要不可欠なものであろうと考えます。そういったところで，どのよう

な災害が起きるかというものはなかなか想定しにくいところではありますが，現状今回は

この１０５万円という予算ではありますが，計画的に状況を見ながら装備を進めていく，

拡充をしていく必要もあると思います。まさに消防団の活動，これからの地域での必要と

されている活動，そういったものに対して，いま一度整理をしていただいて，どういった

ような方向で進めていくべきかも含めて検討してほしいと思いますので，そちらの考えを

お聞きします。 

 続いて，Ｊ－ＡＬＥＲＴ警報システムの改修事業でありますが，これは５年たっている

ということで，更新というものは十分理解もできます。現在竹原市内においては，屋外ス

ピーカーは市内に２０カ所，告知放送端末は４５カ所で皆様にこのＪ－ＡＬＥＲＴの放送
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が流れるものだと思いますが，やはり一部の方からは聞こえにくいとか，よく聞こえなか

った，そういったような声が前回含めて４回の試験放送においてもそういう声が届いてい

るかと思います。それで，毎回といいますか，なかなか改善をされていないような気がし

ます。場所によっては少し音が大きくなったのかな，聞こえやすくなったのかなというよ

うな声もありますが，やはりばらつきがあるように思いますので，明日の試験放送におい

て，実際に現場でどういうふうな声が音量で聞こえたとか，やはりそういったようなもの

は調査をする必要があると思いますし，事前に各それぞれの地域のポイントを決めて，こ

ういうのがあるから少し聞こえるかどうか，または後から声を聞かせてくださいといった

ようなことも準備が必要ではなかろうかと思いますので，その点についてお伺いします。 

 そして，ホームページ更新事業ですが，トップページを見やすくしていく，より市民の

皆さんに見ていただけるようなホームページにしていくといったようなところだと思いま

す。予算が本当に１００万円しかないという言い方が適切かどうかは別として，そういっ

たようなものを作業にするにしては，ごくごく限られた予算ではなかろうかと思います。

午前中にもありましたが，竹原をＰＲする動画についての御意見もありましたが，私は竹

原らしくないと言えば少し語弊がありますが，非常に目新しく，こういった動画のつくり

もあるのだなといったところで，逆に私はいいものができて，たくさん人にも紹介もいた

しましたし，竹原のよさをアピールできたものであったのかなとも思いますが，やはりほ

かにも竹原をＰＲするものであれば，これは随分昔の話ではありますが，ホームテレビの

ホームふるさとＣＭ大賞，こういったようなものもありまして，民間の方が中心となって

３０秒のＣＭをつくって，３回やったうちの２回目，３回目はグランプリ，３回目も実質

的なグランプリといったような非常に優秀な作品ができまして，これについては今見ても

秀逸なものができたなといったような気持ちもしております。少ない予算の中で費用対効

果を発揮できるものというのはたくさんあると思いますし，やはり民間の力を，その当時

は竹原商工会議所の青年部を中心としたメンバーで作成をしていただきました。そういっ

た竹原に密着して経済活動をされている人たちが集まってつくったものというのは，僕は

非常に説得力があるいいものができたと思いますし，それがきちんと評価をされた結果，

かなり多くの時間で放送されたものと記憶をしております。こういったものを載せるとい

うのは，その都度見ていただける環境をつくっていくといったことが一番だと思います。

そうすれば，今後スマートフォンに対応したものを今後検討してくという答弁でしたの

で，今年度に限ってはもう難しいというものはわかりますけども，今後につなげていくた
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めにも，情報として魅力あるページづくりをするためにどういったようなものが実際に望

まれているかというもののリサーチはお金をかけなくてもできると思いますので，そちら

の方の情報収集，他市町のホームページの状況等も見ながら，しっかりと調査研究をして

いただきたいと思います。決してその委託先に任せるよといったものでなくて，これから

の竹原のビジョンというものがそこのトップページにあらわれるようなものを是非とも提

案をして，それを形にしていただきたいと思いますが，その点についてお聞かせくださ

い。 

副委員長（今田佳男君） 教育次長。 

教育委員会教育次長（中川隆二君） それでは，先に歴史啓発冊子の内容の精査といいま

すか資料の公開といったような再質問でございました。 

 我々としましても，先ほど申し上げましたように，市史通史のダイジェスト版的な内容

となる，それから限られた予算ということになりますと，どうしてもページ数であるとか

部数という制限が発生するという中で，全てのことを盛り込むというのはなかなか厳しい

状況にあるかなという中で，掲載内容につきましては，文字とか文章だけでなく，できる

だけ写真やデータを多く使った内容にしていければというふうに考えております。そうし

た意味の中で，我々が調べて整理をしたデータ，資料につきましては，広く市民が活用，

共有できるように，委員の方からも御提言がありましたように，何らかの形で公開できる

ような形を努めていければというふう考えております。 

 以上でございます。 

副委員長（今田佳男君） 総務部長。 

総務部長（平田康宏君） それでは，１点目の消防団員の装備品更新事業に関する再質問

ということでお答えさせていただきます。 

 ヘルメットの更新ということで，委員からお話がございましたように，頭部を守る大変

重要なものであるということと，おっしゃるように，納入時期が異なっておりまして，一

定には新しいもの，古いものと混在していると思いますが，このたび更新いたしまして，

４００個の更新ということで全ての消防団員のヘルメットを更新するというものでござい

ます。 

 先ほど御質問がありましたのは，おそらく消防団のあり方ということだろうと思います

が，当然有事の際には出動いただきますことと，平時におきましても，住民の方への啓発

等，またそれこそ地域コミュニティに大変貢献いただいているということと，言い方を変
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えれば地域防災力のかなめであるとというふうに消防団は位置づけられていると思ってお

ります。今後におきましても，装備品につきましては，必要に応じた更新は当然必要と考

えておりますので，その点は御理解をいただきたいと思っております。 

 次に，Ｊ－ＡＬＥＲＴでございますが，屋外拡声装置と告知端末ということで，確かに

聞こえにくいという状況があることは承知いたしております。角度によっては，当然音量

等の問題もあろうかと思っております。情報伝達訓練におきましては，それぞれの場所に

おいて，確認をした上で回答いただくということでございますので，その正常に伝達され

たという内容をもっと深く掘りまして，その点は今後に生かしていきたいと思っておりま

すことと，情報はこの情報だけではありませんので，多様な伝達の収集方法，伝達方法は

あると思います。当然マスコミ等でも流れますし，メール等またほかの媒体でも流れてい

るというものもございますので，総合的に考えまして，この情報が迅速かつ正確に伝わる

ような取組は続けてまいりたいと思っております。 

 以上でございます。 

副委員長（今田佳男君） 企画振興部長。 

企画振興部長（桶本哲也君） ホームページ更新事業についての御質問にお答えをいたし

ます。 

 このたびホームページを更新するために予算を計上させていただいております。限られ

た予算の中で最大限の効果が発揮できるよう，費用対効果を発揮できるものとなるよう

に，さらに竹原のよさもしっかりＰＲできるものにすべきというような御提言だというふ

うに思います。全く我々も同様の考えでございまして，業者任せにするのではなくて，他

で先進的に行われておられる他市町などのそういった情報というのもしっかり我々として

も把握する中で，竹原市のよさをしっかりＰＲできる，本市のイメージアップにつながる

ホームページとなるように作成はしていきたいというふうに考えております。 

 また，スマートフォンの対応につきましては，今回の予算の中でなかなか厳しいという

ふうに考えておりますので，今後まだそういう情報収集をする中で，どういったものが必

要なのか，また費用対効果の観点からもしっかりと研究をさせていただきたいと思ってお

ります。よろしくお願いします。 

副委員長（今田佳男君） 堀越委員。 

委員（堀越賢二君） よろしくお願いいたします。 

 それでは，質問は最後になりますが，やはり先ほどヘルメットの更新であったりとかシ
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ステム改修，ホームページの更新，冊子の作成等々ありましたが，これらは全て竹原のた

めになっているものでありますが，竹原に生活をしている方の後押しをするようなもの

で，今後竹原市を好きで居続けていてくれるために必要なもの，また竹原に愛着のある者

が竹原のことをもっと好きになっていただける，竹原の魅力を他の市町に他の地域にお住

まいの方にも自信を持って紹介ができる，そういったものだと思います。今榮市長におい

ては，竹原のファンを増やしていきたい，竹原の魅力をしっかり伝えて，竹原のファンに

なってもらいたいんだ，そういう思いが強くあろうかと思います。まずは，やはり竹原の

魅力を知っていただくためには，竹原がどういったような町なのか，また竹原はどういっ

たことに力を入れているのか，それをわかりやすく伝えるもの，それの一つがホームペー

ジであったり，それに掲載されていたりリンクされていたりしている竹原のよさを伝える

動画であったり，また竹原ではタネットによる竹原の様々な地域の情報，また市政，この

議会も中継をされております。そういったものを竹原市にお住まいの方にもしっかりと竹

原の魅力を伝えることもさらに力を入れていっていただきたい。何より住んでいる人と他

市町にお住まいの方含め，竹原のファンになっていただきたい。そのためには，今後竹原

市がどういうビジョンで進めていくかといったようなものが今回の予算にも反映されてい

ることと思います。どうしても新たに市長に就任をされてということで，予算の編成にお

いてもなかなか独自のカラーを出しにくい部分もあろうかとは思いますが，今後の４年間

において，様々なことを推進していって，市民の皆さんがより生活しやすいような，また

年代に関係なく健康であろうがそうでなかろうが関係なく皆さんの福祉感が向上するよう

な取組を今後も進めていっていただきたいと思います。そのためには，市長としての大き

なビジョン，そういったようなものが何より力強く発進されるべきであると思いますし，

そのためのホームページのトップページの更新にもつながっていると思いますので，費用

に１００万円というホームページの更新に限りはありますが，その中においてもしっかり

とした今後の竹原の進め方がアピールできるようなものにつながる，そういった思いが表

現できるようなページを希望しますが，そういったようなものを市長自らが率先して取り

組んでいくといったところのお気持ちがあればお聞きしたいと思いますが，いかがでしょ

うか。 

副委員長（今田佳男君） 市長。 

市長（今榮敏彦君） 竹原市の魅力を発信する一つの手段としてプロモーションというこ

とを強く打ち出して，本予算におきましても，このことを念頭に置いた各個別事業の推進
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を図っていくということでそれぞれこれは所信表明からの延長ではありますけれども，申

し述べさせていただいているところでございます。このホームページの件につきまして

は，この竹原市のホームページで全ての情報を完結させるという意味ではなくて，いろん

な媒体につながる窓口として，この時期に魅力のある顔として，一旦整理すべきではない

かという思いから，各職員とも協議をしまして，このような予算を計上させていただいて

いるところでございます。ここにつながる各コンテンツは，それぞれ何も行政だけではな

く，一般の個人ユーザーの方であったり，今で言えばユーチューブが一番大きな動画の発

信手段としてはありますけども，そういうところにつながっていく一つの大きな窓とし

て，いい意味で有効に機能が発揮できるように取り組んでいきたいと思いますし，何より

個別のコンテンツは変わらず，竹原市の魅力である環境であるとか歴史文化というものは

厳然とあるわけでございますので，それらが光る手段として，こういうホームページであ

るとかＳＮＳの活用であるとかということをうまく融合させて取り組んでいけるように，

今年度この予算を可決後に早々に取り組んでまいりたいというふうに思っております。 

副委員長（今田佳男君） 以上をもって堀越委員の質疑を終結いたします。 

 続いて，川本円委員を指名いたします。 

 川本委員。 

委員（川本 円君） それでは，発言通告に従いまして全体質疑をさせていただきます。 

 今回は新規事業をメインとしまして，大きく４点ほどお聞きしたいと思います。 

 まず，予算書の５５ページになりますが，地域公共交通確保検討事業についてお伺いし

たと思います。 

 目的の方に書かれております持続可能な公共交通実現のためにあるべき姿を検討するた

めに，今回調査を行うというふうにお聞きしております。ここでお聞きしたいのは，竹原

市における持続可能な公共交通の実現というふうに書かれておりますが，これはまずいつ

ごろを目指したものなのかということをまずお聞きしたいと思います。 

 また，今進行中であります人口減少，少子高齢化問題に対応できる事業として捉えるこ

とができるものか否か，このあたりもあわせてお聞きしたいと思います。 

 続きまして，予算書の２２１ページ，生徒指導支援事業について。これは，午前中の方

で同僚委員から質問が出ましたけど，また違った角度でお聞きしたいと思います。 

 お聞きしたいのは，財源内訳の中で，今回市独自の事業費となっております。支援員に

ついては，当然のことながらよりこの竹原に密着した問題でもあり，当然学校にもある程
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度精通した人を人選すべきだろうと私は考えますが，市はどのように思っておられるの

か。また，昨年度だと思いますが，スクールソーシャルワーカーという人がついておりま

す，ＳＳＷと言いますが，との関連性，それからそれを行うことによって生徒にどのよう

な影響をこれから与えていくのか，これをお聞きしたいと思います。 

 続きまして，３点目でございますが，予算書の２０１ページ，安全対策検討業務委託料

について伺います。 

 今回の内容としましては，交通安全対策の検討をする，調査を行うというふうに聞いて

おります。調査内容としましては，車両の速度や交通量を把握することによって，安全対

策を講じる目的というふうにお伺いしましたが，それにとどまらず，例えば物理的なこ

と，道幅であるとか安全な歩道はどうあるべきとかということもむしろそちらの方が大事

ではないかなと私は個人的に思うのですが，今後において，それを含んだ話となるものか

どうかお伺いしたいと思います。 

 最後の４点目でございますが，予算書の１９３ページ，施設借上料について，これはい

わゆる子育て世帯向け地域優良賃貸住宅の話になってくるわけでございますが，ここでお

聞きしたいのは，事業費２，５７８万２，０００円の内訳についてお伺いします。その中

の財源内訳のその他において，その他というのはいわゆる住宅使用料，家賃収入になるわ

けですが，今回１，１２１万３，０００円と明記されておりますが，その根拠とさらに今

後のスマイルマンションの将来性，展望，将来的な取り扱いについて，あわせてお伺いし

たいと思います，よろしくお願いします。 

副委員長（今田佳男君） 順次答弁願います。 

 企画振興部長。 

企画振興部長（桶本哲也君） それでは，１点目の地域公共交通確保検討事業についてお

答えをいたします。 

 平成３０年度に予定をしております地域公共交通確保検討事業につきましては，持続可

能な公共交通の実現のため，今年度に実施をいたしました地域公共交通現状分析調査事業

における分析を踏まえまして，公共交通の改善事業の実現の可能性を調査検討し，地域公

共交通網形成計画を作成しようというものでございます。したがいまして，いつごろを目

指したものなのかという御質問でございますけども，この地域公共交通につきましては，

その時々の社会状況ですとか公共交通の利用状況，あるいは環境の変化など，そういった

ものを見きわめながら，随時見直していく必要がございますので，将来を見据えたものと
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いうふうに御理解いただければと思います。 

 また，人口減少，少子高齢化問題に対応できる事業となるのかという御質問でございま

すけども，持続可能な地域公共交通でございますけども，人口減少や少子高齢化，また高

齢者の免許返納，また今後の技術革新など，その時々の社会環境などを踏まえ，これも見

直しを行いながら，市民，交通事業者，行政が連携して取り組んでいく必要があるのでは

ないかというふうに考えております。 

 以上でございます。 

副委員長（今田佳男君） 教育次長。 

教育委員会教育次長（中川隆二君） それでは，私の方からは生徒指導支援員の人選であ

るとかスクールソーシャルワーカーとの関係という御質問でございました。 

 まず，生徒指導支援員の任用といいますか人選で，午前中も少し御説明をさせていただ

きましたけども，中学校教諭免許の保有者ということで御説明をさせていただきました

が，委員の方からも御意見いただきましたように，我々としましても勤務経験も含めまし

て，本市に関わりのある方の方が生徒であるとか地域の実態に理解があると考えられます

ので，本市の出身者であるとか本市在住者，それから本市勤務経験者などを中心に人選を

進めていきたいというふうに考えております。 

 それから，スクールソーシャルワーカーとの関係という御質問でございますが，今年度

２９年度におきましては，広島県の予算で竹原中学校区にスクールソーシャルワーカーを

配置をしていただいておりまして，３０年度につきましても同様に措置をしていただける

よう県の方にお願いをしている状況にございます。スクールソーシャルワーカーでござい

ますけども，このスクールソーシャルワーカーは，生活環境に課題のある生徒の家庭など

への働きかけであるとか，具体的支援を中心に関わっていただきますので，生徒指導上の

課題解決に向けた生徒指導主事を中心にした関係者との連携を図る，いわば福祉系の配置

になります。 

 それから，生徒指導支援員につきましては，午前中も御説明申し上げましたように，学

校の支援対象の学級であるとか教科，生徒等対しての連携を図る，いわば教育系の支援員

ということになりますので，関係する部署は異なるというふうに御理解いただければと思

います。 

副委員長（今田佳男君） 建設部長。 

建設部長（有本圭司君） それでは，私の方から３点目の安全対策検討業務についての御
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質問に対してお答えいたします。 

 まず，この事業についてですが，生活道路での事故の発生を軽減するため，速度超過や

急ブレーキが多く発生している２地区を対策エリアとして登録し，国のビッグデータを活

用して，科学的な根拠に基づいて，ポストコーンやバンプ等を設置，注意喚起を促す路面

標示などを安全対策を検討するものでございます。対策を検討するエリアにつきまして

は，忠海学園周辺の通学路と平成３０年度開校予定の吉名学園周辺の通学路の２地区を予

定しておりまして，財源については，国の社会資本整備総合交付金を活用して実施するも

のでございます。 

 次に，４点目の子育て世帯向け地域優良賃貸住宅に関する御質問についてでございます

が，こちらにつきましては，子育て世帯向け地域優良賃貸住宅は，若者世帯等への市外へ

の転出抑制及び市外からの定住促進を図るため，平成２８年４月から中心市街地の優良な

住環境にある本住宅を供給しているものでございます。平成３０年度の施設借上料として

２，４８５万２，０００円の財源の内訳は，年度末に入居率８０％を想定して試算した使

用料１，１２１万３，０００円，入居者に対する家賃助成の国庫補助金を３３７万円，残

りの１，０２６万９，０００円は一般財源を充当することとしております。なお，先ほど

御質問がありました総事業費の２，５７８万２，０００円でございますが，こちらにつき

ましては，借上料以外に印刷製本費であったり民間への不動産仲介手数料という形で別途

９３万円予算計上いたしておりますので，先ほどの借上料の２，４８５万２，０００円と

９３万円を足した額が予算概要の事業費２，５７８万２，０００円となっております。 

 なお，平成３０年度からは，家賃助成等の制度拡充を行うこととしておりまして，この

制度拡充に伴います公募期間中に問い合わせや現地見学の希望が寄せられる中，新たな市

外からの２戸の申し込みがございました。今後も積極的な周知活動を行いながら，入居促

進に取り組んでまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

副委員長（今田佳男君） 川本委員。 

委員（川本 円君） ありがとうございます。 

 では，再度質問をさせていただきます。 

 まず，地域公共交通確保検討事業についてなのですけれども，先ほど部長の方から実現

はいつかといって僕は聞いたのですけど，その時々の情勢によって変わるから，いつとい

うことではないということだと思います。ですから，金額的に見ましても，今回６９７万
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７，０００円，約７００万円，これは単年度事業ですから，１年間で７００万円を使って

調査するというふうな大々的なものだと思うのです。ですから，当然ある程度目標を立て

た上でないともったいないと個人的にはそういうふうに感じております。７００万円をい

かに有効活用するかということになれば，ある程度の目標値を設定してやるべきだと思い

ます。確かに公共交通を含めた話になりますから，官民一緒になってやらないといけない

事業でもありますから，行政が先走りしても，これは当然いけないことだというのは重々

わかっておりますが，やはりある程度何年先はこういう形に持っていきたいというふうな

言葉をいただけたらうれしかったのですが，もし答えられる範囲でいいですから，そのあ

たりを教えていただけたらと思います。 

 それとあわせまして，今回調査をするということで，そのデータが当然どんどんどんど

んこの話が長引くと，そのとったデータが当然年度ごとに古くなっていきます。できるだ

け先ほども言いましたように，一定の成果を出すという意味でも，先ほどから言っており

ます持続可能な公共交通のまず位置づけ，これで完結ということはないにしても，どうい

うふうなイメージを持っておられるかというのを早い段階で示すべきだと思いますけど，

それもあわせてお伺いしたいと思います。 

 続きまして，生徒指導の方についてもう一度お聞きします。 

 さっきＳＳＷ，スクールソーシャルワーカーとまた別物であるというふうな答弁をいた

だきました。確かにそうでありますが，ここでもう一回お伺いしたいのは，午前中の答弁

の中では，スクールサポーターとは違って，フルタイムで勤務されてやっていただけると

いうふうに考えているというふうにお伺いしました。１日たしか６時間と言われたのです

が，ここで気になるのは，勤務時間もさることながら，勤務時間帯についてお伺いしたい

のですが，ＳＳＷも今回の支援員もそうですけども，当然生徒児童が授業中はなかなか生

徒と接したり指導主事の先生と接したりする時間はとれないと思います。むしろ授業前で

あるとか，極端に言えば放課後生徒が帰ってから本格的に活動するのではないかなと私は

思っているのですけども，市はどのようなイメージで勤務していただこうと思われている

のか，そのあたりがわかれば教えていただきたいと思います。 

 それから，飛びますけれども，最後のスマイルマンションの先ほどの御答弁で，私が聞

いたのは，その他のところ１，１２１万３，０００円の根拠，なぜこういうふうな数字を

お示しになったのかというのを聞いたつもりだったのですが，言いますのはさっきの答弁

の中で８０％というお話がございました。実際今の実数からいいますと，今回２戸入られ
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た，それにしても５割強になったのですか，これで。約半分，２７戸あるうちの１５で

す，ということは８割を設定するということになれば，あと７戸今年中に入れないといけ

ないという計算になってくるわけです。まず，なぜその８０％に設定されたのかというの

をまずお聞きしたかったのですが，そこはもう一度答えていただけますでしょうか，お願

いします。 

副委員長（今田佳男君） 企画振興部長。 

企画振興部長（桶本哲也君） 地域公共交通確保検討事業についての御質問にお答えをい

たします。 

 現在人口減少等によりまして，ＪＲ呉線ですとか路線バスなどの公共交通の利用者とい

うのが年々減少している状況にございます。また，高齢化の進展に伴いまして，高齢者等

の移動手段ですとか観光客に市内を周遊してもらうような移動手段として，やはり公共交

通というのは重要ではないかというふうに考えております。そうした現状把握するための

基礎調査を今年度行ったところでございまして，来年度につきましては，こうした今年度

行いました分析調査事業における結果を踏まえまして，公共交通の改善事業の実現の可能

性を調査検討を行うというものでございますので，３１年度以降にまたその竹原市の持続

可能な公共交通のあり方といいますか，そういったものについて計画を検討していきたい

というふうに考えているところでございます。ですので，今年度バス，ＪＲ，航路等９つ

ほど調査を行ってきておりますが，そうしたデータを生かせるようにしっかり検討してま

いりたいと思います。 

 以上でございます。 

副委員長（今田佳男君） 建設部長。 

建設部長（有本圭司君） 子育て住宅に関するその他の項目で，金額１，１２１万３，０

００円の根拠ということでございます。 

 先ほど説明いたしました入居率８０％を想定してということでございますが，こちらに

つきましては，広島県の平均の民間住宅の空き家率が２０％ということになっております

ので，入居率は８割ということで想定して，当初この１年間，とにかく１００％を目指し

て取り組んでまいったわけでございますが，なかなか入居率が厳しいような状況，低迷し

ているというふうな状況があったので，まずはこのたび制度の拡充を行って，検証をいろ

いろした結果，まずは１年かけて８０％を目指そうということでスタートいたしておりま

す。８０％ということになりますと，先ほど御指摘がございました現在２７戸中，４月に
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は１５戸が入居予定ということになっております，入居率は５５％でございます。今後１

年間かけて残りの７戸，月でいいますと１戸，多い月には２戸ぐらいを目指して，入居の

促進に取り組んでまいりたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

副委員長（今田佳男君） 教育次長。 

教育委員会教育次長（中川隆二君） それでは，生徒指導支援員の勤務形態という御質問

かと思います。 

 まず，生徒指導支援員の１日の勤務時間は，基本的にはこの支援員については６時間が

基本になります。週３０時間という勤務形態の中で調整をしてまいりますけども，午前中

にも御説明いたしましたように，１日の流れで御説明いたしますと，毎朝管理職または生

徒指導主事と打ち合わせをいたします。その後，当日の支援対象の学級であるとか教科で

あるとか，生徒等に対しての連携を確認しまして，当日の業務に当たります。勤務が終了

後におきましても，学校の生徒指導主事等との連携を持ちますので，そうしたことが１日

の６時間の中で行われるという状況にございます。したがいまして，先ほど御説明をいた

しましたスクールソーシャルワーカー，こちらについては社会福祉との連携等もございま

すので，不規則なことになることもあるかもしれませんけども，こちらの生徒指導支援員

については，おおむね今私が御説明した勤務時間で勤務するものと考えております。 

 以上でございます。 

副委員長（今田佳男君） 川本委員。 

委員（川本 円君） ありがとうございます。 

 最後になると思うのですけども，３番目にお聞きしました安全対策検討事業委託料につ

いてです。御答弁の中でポスト，路面標示をすることに特化するみたいなふうに私は聞こ

えたのですけど，私の答えは，物理的なこと，道幅とか市道，県道とかいろんな問題があ

るのですけれども，そのあたりに組み込んでいけるような事業展開になるのかどうかとい

うのをもう一度再度お聞きしたいのと，いわゆるスマイルマンションです。県平均が８

０％だから，８０％にしたということです。県平均イコール竹原がそれに該当するかとい

うのは僕は疑問に思うところなのですけども，８０％とは言わず，本当は１００％を目指

していただきたい，切にそういうふうに思っていることでございます。このことに関して

は，スマイルマンションに関しては私も一貫してずっと一般質問をさせていただいており

ますので，中身については踏み込みませんけれども，ここではっきりさせておきたいの
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は，この財源内訳の中で，先ほど部長から御答弁いただいたように，まず国の補助金が３

３０万円，それから先ほど言いました住宅使用料が１，１００万円，あと一般財源からの

持ち出しが同じく１，１００万円，この構図です。当然その他の部分の家賃収入が増えれ

ば，一般財源から持ち出しも当然少なくなってくる，これは比較的当たり前のことなので

すけど，今のこの状態が正常ではないということです。皆さんも御存じだと思いますけ

ど，今半分しか入っていないということなので，もっともっと家賃収入が入れば，一般財

源も少なくなるというふうなシステムです。まず，この状態を打破するためには，今回４

次募集という形で大きく変えて２戸ほど埋まった，それは喜ばしいことなのですけど，こ

の募集開始からいってもう２年たちました，３年目に入っております，ある一定の結果を

残すという意味も含めて，本当に正念場の年だと思います，３０年度は。ですから，改め

てお聞きしたいのは，今回市長のお言葉にもあった地域を活かすの中にこれが組み込まれ

ています，拡充策として。いろいろ問題があって，いろいろ改善してきて，少しずつでは

ありますが，進んでいる事業とは思いますが，今回の今榮市長にかわられて，新たな今後

の構想とかありましたら市長の方からお言葉をいただけたらと思いますが，いかがでしょ

うか，お願いします。 

副委員長（今田佳男君） 建設部長。 

建設部長（有本圭司君） まず，最初の御質問でございますが，交通安全対策に対するこ

の調査について，最終的に道路拡幅等があり得るのかという御質問でございますが，本調

査については，安全対策を検討する業務ということで，科学的な根拠に基づいて，先ほど

言いました通行に支障がある速度超過であったり急ブレーキが多く多発している箇所にポ

ストコーンであったりいわゆるバンプです，速度を出ささないようするために設置をす

る，注意喚起をするということでございます。道路拡幅については別事業で，必要な路線

については，その道路管理者，国道であったら国土交通省，県道であったら広島県，それ

から市道であったら市の方でそういった必要な箇所についてはいろんな手法を活用して，

道路を広げていくということになろうかと思いますので，この今回の調査とは別事業で取

り組んでいきたいというふうに考えております。 

 それからあとは，子育て住宅に関する件でございますが，この間いろいろ制度の見直し

をしてきました。御指摘とおり事実でございます。今回最終的様々な検証をして，どうや

ったら入居率が上がるかということで，この１年間いろいろ検討した結果，皆さんの意見

も聞く中で，やはりもう少し補助金があったら助かる，あるいは最初に入居する時に敷金
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がかなり負担になるというような御意見をいただいたので，何とかそういったことで見直

しができないだろうかということで，制度の拡充ということで市内の入居者については

５，０００円ずつ，市外については，１年間の限定でございますが，さらに５，０００円

上乗せして１万円，２万円，３万円をプラスして，最終的に２万円，３万円，４万円を助

成するというようなことでございます。また，先ほど言いましたように，これまで敷金が

２カ月でしたが，入居者の負担が大きいこともあるということで，民間も最近で見ますと

敷金不要というところも増えておりますので，本住宅についても敷金も不要にして，さら

なる入居促進に向けて，まずは子育てを支援するためにこの事業に取り組んでまいりたい

と考えておりますので，よろしくお願いいたします。 

副委員長（今田佳男君） 市長。 

市長（今榮敏彦君） 去る１月に開催した全協から制度拡充についての御説明をまずさせ

ていただいて，今回は平成３０年度の予算でベストの状態が１００％，委員のおっしゃる

とおりでありますが，ベターの状態として一旦８０％を目指すこととしての予算措置とい

うことで御理解をいただきたいと思います。新聞報道等でもこの件につきましては，全協

開催以来取り上げられ，私自身もこの今の現状を重く受けとめるという思いの中で，精力

的にこの件について取り組む必要があるというふうに認識をしております。一層の入居促

進に向けて最大限の努力をしてまいりたいと思っておりますので，御理解のほどよろしく

お願いいたします。 

副委員長（今田佳男君） 以上をもって川本委員の質疑を終結いたします。 

 審査の都合により，午後２時１０分まで休憩いたします。 

              午後１時５５分 休憩 

              午後２時０７分 再開 

              〔委員長交代〕 

委員長（高重洋介君） 休憩前に引き続き委員会を開きます。 

 続いて，井上美津子委員を指名いたします。 

 井上委員。 

委員（井上美津子君） 発言通告書に基づいて質問をさせていただきます。 

 私は，５５ページの地域公共交通に関する経費の中の生活バス路線維持費補助金につい

て，それからページ１７５，河川維持補修に要する経費の中の維持補修工事について，３

点目は，ページ１８１，住環境整備に要する経費の中の空き家対策補助金についてを質疑
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させていただきます。 

 まず，公共交通に要する経費の中の生活バス路線維持費補助金についてでございます

が，現在家の人数分の車の保有台数がある家庭が多い，それから車に対する依存度が高い

という現状実態調査の中で，車に対する依存度が高いというところを個別審査の中の答弁

いただきました。また，調査で公共交通を利用したいという意識が低いというところもお

聞きいたしました。生活バス路線は，利用者が少ないから便数が減り，また路線が廃止に

なっていく，バス路線を存続するためにまた補助金を出すというような状況になっており

ます。住民は，やはり便数が減ることによって使い勝手が悪くなり，それに対して市とし

ては存続をするための補助金を出すというふうになりますし，その金額も増えてきている

ということになっております。この負のスパイラルというところに陥っているのではない

かと思います。これから高齢化が進み，免許返納等により車への依存が難しくなる，そう

いう竹原市でありますので，これで行きますと公共交通が必要になってくるのではないか

と考えます。平成３０年度予算では２，２７３万７，０００円で上程されておりますけど

も，平成２９年度当初予算からいっても１９０万円余り増となっております。これは，燃

料費の増加とそれから利用者の減ということで説明を受けましたけども，このまま補助金

を増額していくのか，生活バス路線を存続していくのかというところで，今後の考えをお

伺いしたいと思います。個別審査では，住民の公共交通を利用するという意識が低いとい

う調査結果でありました。この住民の意識改革をするということについてのお考えをどの

ようにされているのかお伺いいたします。 

 河川維持補修についての維持補修工事についてでありますが，個別審査では普通河川が

２９５万円，本川が２５０万円で浚渫等を行うとありましたけども，工事をするに当たっ

ても，やはり優先順位をつけなければならないと思います。また，地域からの要望という

ところもあると思いますけども，それを裏づけるための点検パトロールというのが必要に

なってくるのではないかと思います。梅雨とかこれからゲリラ豪雨等大雨がいつどこで降

るかわからない気象状況であります。市民の安全・安心を守るためにもパトロール強化が

必要になっておりますけども，このパトロール強化についてのお考えをお伺いいたしま

す。広島県の河川堆積土等除去計画では，賀茂川も対象の河川となっております。広島県

との連携についてをお伺いしたいと思います。 

 続きまして，住環境整備に要する経費の中の空き家対策補助金についてであります。 

 個別審査では，市外からの移住者で空き家を取得し改修した場合３０万円を上限に５件
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を計上しているというふうに説明を受けました。修繕をすれば住めるようになる空き家の

持ち主に対しての空き家バンク等への登録の周知とか，市外からの移住希望者の周知につ

いてのお考えを再度お聞きしたいと思います。この予算は，当初予算（案）の概要ページ

３から４にありますシティプロモーションの展開をさせ，地域のにぎわいを創出につなげ

る事業の一つに掲げてあります。どのように展開されようとしているかお伺いいたしたい

と思います。 

委員長（高重洋介君） 順次答弁願います。 

 企画振興部長。 

企画振興部長（桶本哲也君） １点目の生活バス路線一時補助金についての御質問にお答

えをいたします。 

 先ほど委員御指摘がございましたとおり，生活バス路線の補助金につきましては，平成

２９年度の当初予算と比較いたしますと，約１９０万円増額をいたしております。その要

因といたしましては，利用客の減少ですとか燃料費の高騰によるものということになって

おります。今年度実施をいたしました基礎調査の中で，公共交通を利用するライフスタイ

ルに抵抗のある人が多いとか，また５０メートルくらいの短い距離でも車を利用するな

ど，車の依存度が高いという結果が年代に関係なく出ておりまして，今後の生活バス路線

につきましては，こうしたマイカー依存や公共交通利用に対する住民の意識改革を行うと

ともに，今後の竹原市の公共交通のあり方につきましては，今年度また来年度に実施を予

定しております調査検討結果に基づきまして，現在設置しております地域公共交通会議に

おいて検討をしてまいりたいと考えております。よろしくお願いいたします。 

委員長（高重洋介君） 建設部長。 

建設部長（有本圭司君） それでは，私の方から２点目の河川維持補修工事についてとい

うことで，市民の安心・安全を守るために河川のパトロール強化が必要ではないかと，パ

トロール強化についてのお考えはということと，県の連携についての御質問でございま

す。 

 まず，近年頻発する集中豪雨をはじめとする異常気象に伴う河川の氾濫や堤防の決壊な

どの災害を未然防止するため，平成３０年度において，河川の浚渫や護岸等への補修工事

費用として５４５万円を計上いたしております。施工箇所につきましては，定期的な河川

の巡視点検を実施いたしまして，河川内の堆積土の量や護岸の状況によりまして，優先順

位の高いところから実施することといたしております。また，広島県では，平成２８年３
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月に効率的かつ効果的に堆積土や樹木の除去をするために，河川内の堆積土等除去計画が

策定され，これに基づいて，県が管理する二級河川賀茂川については，河川の維持管理が

行われているところでございます。今後も引き続き市の管理する普通河川の点検あるいは

パトロールを強化するとともに，県が管理する二級河川についても，県と連携をしながら

適切な維持管理に努めてまいりたいと考えております。 

 次に，３点目の空き家対策補助金に関する周知方法についての御質問でございますが，

本事業は，人口減少が進む中，空き家が増加傾向にありまして，空き家活用による空き家

の増加抑制や市外からの移住者の定住支援を図ることを目的として，取得した空き家の改

修費の一部を助成するもので，対象物件を空き家バンクに登録された物件及び平成２７年

度に実施した空き家実態調査で，修繕を行えば活用可能に位置づけられたものとして，対

象者は市外在住で当該空き家物件を購入した方を考えております。平成３０年度には，補

助額の上限を３０万円とし，年間５件分の１５０万円の予算計上をしており，広報紙やホ

ームページ，タネット等による放送とともに，定住促進イベントや広島県の定住促進ポー

タルサイトにおける情報発信等を通じて，市外へ積極的に発信してまいりたいと考えてお

ります。 

 以上でございます。 

委員長（高重洋介君） 井上委員。 

委員（井上美津子君） 御答弁ありがとうございます。 

 再質問をさせていただきたいと思います。 

 公共交通の生活バスの件なのですけども，やはり利用者が少ないというところで，市民

の意識も低いというところではあるのですけども，やはり市民のニーズというところもし

っかりと把握していただきたいというふうに思っております。実態調査では，多分そのニ

ーズも把握されているのではないかと思うのですけども，それについてどのような認識を

持っておられるのかをお聞きしたいと思います。また，今御答弁にはなかったのですけど

も，意識改革をするためには何をしたらいいのかというところをお聞きしたいと思いま

す。 

 河川維持の方ですけども，計画的に優先順位をつけて行うということだと思うのですけ

ども，工事に対しても，やはり住民からの要望というのもあるとは思うのですけども，し

っかりと住民からの要望もお聞きした中で，ここが危ない，ここが危険だというところを

把握していくのもパトロールの一つの意義があるのではないかと思いますので，そこら辺
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のお考えをお聞きしたいと思います。 

 それから，住環境の方で空き家対策の方なのですけども，やはり相談をされる方がたく

さんいらっしゃると思うのですけども，その相談窓口というのですか，そういうところは

別に設けてはいなくて，担当課のところでということだとは思うのですが，その相談者に

対して親切，懇切丁寧な説明というところもありますし，受けた方のアンケートというの

ですか，そういうもので次のところにつなげて進化させていくというところが関係してく

るのではないかと思うのですけども，そこら辺のお考えをお聞きしたいと思います。 

委員長（高重洋介君） 企画振興部長。 

企画振興部長（桶本哲也君） 生活バス路線維持費補助金についての御質問でございま

す。 

 まず，今年度現状を把握するための基礎調査を行いました。路線バス，福祉バスのＯＤ

調査ですとか，路線バス，福祉バスの利用者アンケート等々，市民アンケートや高校生の

アンケート等も観光客についてもアンケート等を行ってきたところでございます。そうし

た今年度行ってきた中で，市民のニーズの把握はどうかというような御質問でございます

けども，そういった中で多かった御希望といいますかニーズにつきましては，運行間隔，

本数が少ないというようなこれを増やしてほしいとか，最終便をもっと遅くしてほしいと

か，鉄道との乗り継ぎをよくしてほしいとか，船との乗り継ぎをよくしてほしいとかとい

うようなダイヤへの希望というのが非常に多い状況でございました。また，こういった市

民アンケートですとかバスの利用者のアンケートでそういう現状とか課題というのを把握

してきたところでございますので，こうした結果をもとに，今後は課題を解決するため，

どういった事業を展開していけば実現の可能性がどれだけできてくるのかというようなこ

とも来年度３０年度には調査をいたしまして，各交通事業者の方ですとか学識経験者の方

などを含めて検討協議をしていきたいというふうに考えているところでございます。 

 また，意識改革について，どういったことをすべきかというようなことでございます

が，今後のまちづくりにおきまして，地域公共交通といいますか，こうした定時定路線の

ネットワークというものは重要な要素であるというふうに考えておりまして，これは今後

も維持していく必要があるというふうに考えております。現在市の方では地域公共交通会

議というのを市民の方も含めて，交通事業者等も入っていただいた中で検討をしていると

ころでございますので，そうした意識改革につきましても，来年度どういったことで市民

に啓発をしていけばいいかというようなことを含めまして検討はしていきたいと思ってお
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ります。よろしくお願いいたします。 

委員長（高重洋介君） 建設部長。 

建設部長（有本圭司君） それでは，私の方から河川維持管理に関する質問の中で，河川

の住民からの要望があった場合の対応という御質問でございますが，まず住民から要望等

があった場合につきましては，まずは現地確認をいたしまして，現地確認をした上におい

て，市が管理している河川であれば，市の方で適切に対応いたしますし，あるいは県で管

理している二級河川等であれば，県の方と十分に連携をとって適切に対応していただくよ

うに働きかけるというような取組を進めてまいりたいというふうに考えております。 

 それからあと，空き家に関する御質問でございますが，空き家に関する相談について

は，年間を通じて数十件ほど相談があるというような現状がございます。そういった中

で，まず空き家に対する相談があった場合は，基本的には都市整備課の方で窓口となって

おりまして，内容に応じて空き家バンクに関することでしたら，産業振興課，それから税

金に関する御相談でしたら税務課の方へ御案内をしているというような状況ですので，引

き続き相談の内容に応じて関係課連携を図って，丁寧に説明をするように取り組んでまい

りたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

委員長（高重洋介君） 井上委員。 

委員（井上美津子君） ありがとうございます。 

 生活バス路線につきましては，検討委員会ということで意識改革も含めて検討していく

ということではありますけども，高齢化社会になっております。私たちもそうなのですけ

ども，ある程度の年になると，やはり免許を返納していくというところがネックになって

くるのではないかと思います。足が悪くても，車では運転して行けるというところで，多

分この車を使うというところというふうに私は考えておりますけども，車が運転できなく

なるということに関しては，やはりそういう公共交通をしっかりと使っていかないといけ

ないというふうな考え方を高齢者の方に持っていただくというところだと思いますし，家

から出ていくというところで，いろんなところにコミュニケーションを持つ機会があると

いうことで，それがなくなるということは，認知症，いろんなところに影響が出てくるの

ではないかというふうに考えます。そうなると，一番住民の生活に直結しているのは，こ

の生活バス。生活バスだけではないにしても，このバス路線がしっかりと維持していかな

いと，これからそういうお年寄りたちの足というものが途絶えてしまうということだと思
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いますので，しっかりと今から調査をされて，それから検討委員会にかけられるというこ

とですので，そこら辺のところはしっかりとお伝えいただいて，これからのバス路線維持

というところをしっかりとやっていただきたいと思いますけども，そこら辺のお考えを最

後に聞かさせていただきたいと思います。 

 河川維持のところの補修工事についてでありますけども，河川維持については，幾らき

れいにしたところでも，またゲリラ豪雨だとかいろんな大雨のために，また同じところが

補修工事が要るというふうな状況になるかもしれませんので，そこら辺の確実なところ

を，補修工事をしました，その横がいきましたというようなことにならないように全体を

しっかり見ていただいて検討していただき，工事をしていただきたいというふうに思いま

す。また，県の方ともしっかりと連携していくというふうに言われましたけども，地元の

住民の方にもそういうところは県がしっかりとフォローしますよというところも伝えてい

ただくと住民の方も安心されますので，こういう工事をしますよというたところは住民の

方にもしっかりとお伝えしていただきたいなと思いますけども，そういうところのお考え

をお聞かせいただきたいと思います。 

 住環境の方の空き家対策ですけども，先ほどアンケートをというふうに言いましたけど

も，相談者に対してどうだったかというだけではなくて，どういうことに対して不満があ

るとか，こういうことを直したら移住してきますよとか，そういうものが関係してくるの

ではないかと思いますので，そこら辺はしっかりとそういうところを聞いた上で，また次

のステップに移っていただきたいと思いますけども，そこら辺のお考えをお聞かせしてい

ただきたいと思います。また，３０年度は３０万円，５件というふうな状況になっており

ますけども，今後予算をどういうふうに多くしていくのか，そういうところも対策として

どういうふうにお考えなのかをお聞かせいただきたいと思います。 

 最後に，住みやすい竹原市，住んでみたい竹原市というふうに，地域としてのあり方と

いうのですか，そういうものが公共交通とかそれから河川とか住環境というところで関係

してくるのではないかと思いますので，最後に「住みよさ実感 瀬戸内交流文化都市 た

けはら」というところで市長のお答えをいただきたいと思います，よろしくお願いいたし

ます。 

委員長（高重洋介君） 企画振興部長。 

企画振興部長（桶本哲也君） 生活バス路線維持費補助金についての御質問にお答えをい

たします。 
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 今委員おっしゃられましたように，自家用車が運転できない高齢者の移動手段として公

共交通は非常に重要だというふうに考えております。近年高齢者が運転する車で悲惨な交

通事故が増えているというような現状もございまして，免許返納というのが社会問題にな

っているというようなところがございます。そういった高齢者等の移動手段として，やは

りこういったバス路線といいますか地域の公共交通というのは維持していく必要があると

いうふうに考えておりますので，そうした地域公共交通の利用促進あるいはそういった高

齢者の方の交通事故の予防というようなそういったような取組としても，今後今年度行い

ました基礎調査あるいはまた来年度予定しております検討事業の中でしっかりと検討をし

てまいりたいと考えております，よろしくお願いいたします。 

委員長（高重洋介君） 建設部長。 

建設部長（有本圭司君） それでは，私の方から先ほど御指摘がございました河川維持に

関する御質問で，同じ場所あるいは周辺が崩壊した場合，全体をよく見て検討してほしい

ということでございましたが，内容に応じてそういったことは適切にまず対応してまいり

たいというふうに考えております。 

 それからあと，地元住民について，県との連携について十分に伝えてほしいというよう

なお話もございましたが，もちろんそういったことも踏まえて，広島県と連携した内容に

ついても地元自治会長を通じたりとか，そういったことで丁寧に説明をして伝えてまいり

たいというふうに考えております。 

 それからあと，空き家に関する御質問の中で，相談内容，不満等があった内容につい

て，十分に話を聞いてほしいということもございましたので，そういったことも踏まえ

て，相談内容に応じてそういった話をよく十分に聞いて対応してまいりたいというふうに

考えております。 

 それからあと，予算の関係で言いますと，平成３０年度に３０万円，５件，１５０万円

の予算計上をいたしておりますが，この事業につきましては，平成２９年度今年度策定い

たしました空き家対策計画の基本的施策の中で，空き家等の活用として位置づけられ，実

施計画の計画期間でございます平成３３年度までに年間５件分を目標といたしておりま

す。そういったことを踏まえて，利用状況，ニーズ等を踏まえて，今後状況を見て適切に

対応してまいりたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

委員長（高重洋介君） 市長。 
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市長（今榮敏彦君） 総括の御質問というふうに認識をして，どの予算についても，まち

づくりを推進していく上で必要な予算というふうに認識をし，上程をさせていただいてお

ります。各課題に的確に対応し，またはその目的とする事業を推進するために，効果が発

揮できるように取り組んでまいりたいというふうに思っております。 

委員長（高重洋介君） 以上をもって井上委員の質疑を終結します。 

 続いて，大川弘雄委員を指名いたします。 

 大川委員。 

委員（大川弘雄君） 大川です。 

 今回予算案に対する全体質疑ということで，昨年末の市長選で今榮市長が盛んに表現さ

れておられましたシティプロモーションという考え方について特化してお聞きします。 

 シティプロモーションの展開に関する主な関係事業としては９件あるわけですけども，

先週の個別の質疑で個々の事業内容はお聞きしました。今回はこのシティプロモーション

の展開に関する個々の内容ではないところでお聞きします。 

 まず，１点目の観光プロモーション事業８００万円，２番目の歴史文化啓発冊子作成事

業３２０万円，竹原芸術イベント事業３００万円，市制６０周年記念事業２５０万円，空

き家等対策移住改修事業１５０万円，ホームページ更新事業が１００万円，子育て世帯向

け地域優良賃貸住宅管理事業が２，５００万円余り，地域活性化イベント事業が５１５万

円，空き店舗等改修補助事業が４００万円という９点の事業が主な関連事業ということで

ありますが，このシティプロモーションの視点から見て，この事業が具体的にどのような

目標を持ち，どのような事業展開を図るのかをお聞きします。 

委員長（高重洋介君） 順次答弁願います。 

 企画振興部長。 

企画振興部長（桶本哲也君） それでは，観光プロモーション事業につきまして御答弁を

させていただきます。 

 その前に，シティプロモーションの取組でございますけども，シティプロモーション

は，午前中にも少し申し上げましたが，竹原市の魅力を掘り起こし，磨きをかけていくこ

とで，本市のイメージアップ，認知度と知名度の向上を図り，交流，定住人口の増加や新

規創業，出店など，地域の活性化やにぎわいの創出につながるものであるというふうに認

識をいたしております。このようなシティプロモーションを展開するに当たりまして，平

成３０年度につきましては，今委員の方から御紹介のありました主な関連事業として，観
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光プロモーション事業をはじめとして，９つの事業を掲げているところでございまして，

これらの事業を着実に実施して，本市に関わる人を増やしていくことが重要ではないかと

いうふうに考えております。その中で，観光プロモーション事業につきましては，観光客

数ですとか観光消費額の増加を図るために，都市圏への本市の観光資源の魅力の積極的な

発信ですとか魅力的な旅行商品を造成するなどの事業に取り組むこととして８００万円計

上させていただいております。今後首都圏での観光イベントやメディア等を活用した観光

プロモーションなどの情報発信を行うことによりまして，本市の認知度の向上を図り，観

光客の増加による交流人口の増加を目指してまいりたいというふうに考えておりまして，

市長が申し上げておりました交流人口１５０万人を目指してまいりたいというふうに考え

ております。 

 また，ホームページの更新事業につきまして１００万円を計上させていただいておりま

す。これも先ほど来申し上げておりますように，ホームページをより閲覧しやすくしてい

ただくようなデザイン等の変更を予定しているものでございますが，ホームページ更新事

業におきましては，そうしたホームページのデザインを刷新することで本市の魅力の発信

力を高めまして，本市の認知度の向上ですとかイメージアップにつなげていきたいという

ふうに考えているものでございます。 

 また，地域活性化イベント事業としまして５１５万円を計上させていただいておりま

す。この地域活性化イベント事業につきましては，これは継続事業ということでございま

すけども，市内で行われております竹まつりですとか夏まつり，花火大会，憧憬の路等の

イベントに対する補助金ということでございます。それぞれのイベントにおきましては，

春夏秋における本市の魅力を市内外に伝える主要なイベントとして，集客にも大きく貢献

しているものでございます。観光客を含む交流人口の拡大を図り，にぎわいの創出につな

がる事業として，引き続き実施に対して支援をしてまいりたいと考えております。 

 それからあと，空き店舗等改修補助事業でございます。この事業につきましては，今年

度から開始した事業で，空き家，空き店舗を活用して，新たに創業する事業者に対し，店

舗の改修費の一部を補助するというものでございまして，今年度は３件の実績がございま

した。平成３０年度も引き続き竹原駅前商店街，掛町の商店街，また忠海駅前のほほえみ

タウン商店街，こうした３つの商店街を中心のエリアにある空き家，空き店舗を活用し

て，新たに創業する事業者に補助をするというものでございまして，こうした新規創業す

る出店する方が増えることによって，にぎわいの創出につながっていくというふうに考え
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ておりまして，３０年度においては４００万円を計上させていただいているというもので

ございます。 

 私の方からは以上でございます。 

委員長（高重洋介君） 教育次長。 

教育委員会教育次長（中川隆二君） それでは，教育委員会の方からはシティプロモーシ

ョンの関連事業ということで，歴史文化啓発冊子作成事業と竹原芸術イベント事業という

ことがございます。これにつきましては，今企画振興部長の方から御答弁申し上げました

ように，まずシティプロモーションの取組の中の竹原市の魅力であります竹原市の歴史と

文化，いわば芸術文化に関わる事業を実施することによって，竹原市の魅力を掘り起こ

し，磨きをかけるといった事業になろうかというふうに考えております。 

 歴史の啓発冊子作成事業につきましては，先ほど来御説明いたしましたように，竹原の

古代から現代までを記述した全時代を通じたいわゆる市史の通史のダイジェスト版といっ

たイメージで作成を考えております。 

 それから，芸術イベント事業の概要につきましては，東京芸術大学の学生，大学院生等

の御協力を得まして，町並み保存地区の文化施設を利用した現代アートの創作展示の場と

いうことで活用を行いまして，学生との交流であるとかアート展開催などで住民の方々の

芸術文化意識を高めていくとともに，こうした取組などの情報発信していくということ

で，歴史文化に彩られた町並み保存地区の魅力をさらに高めていこうとするものでござい

まして，そうしたことがシティプロモーションでいう本市のイメージアップ，認知度，知

名度の向上に資するものというふうに考えております。 

 以上でございます。 

委員長（高重洋介君） 総務部長。 

総務部長（平田康宏君） それでは，私の方から市制６０周年記念事業ということでござ

います。 

 昭和３３年１１月３日に本市竹原市が施行されまして６０周年を迎えるというこの年で

ございます。これまでの市の発展に貢献された方々に感謝いたしますとともに，今後のま

ちづくりにおきましても，より多くの方々に御参加いただくことを目的といたしまして，

市制の施行日でございます本年１１月３日に市制の６０周年の記念式典と記念講演を開催

する予定といたしております。単なる形式的な行事として実施するのではなく，先ほど来

お話が出ておりますシティプロモーションの観点からも郷土愛の醸成ということ，本市の
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魅力を発信していくよい機会であると捉えておりますことから，この市制６０周年に向け

まして事業を展開してまいりたいという考えでございますのでよろしくお願いいたしま

す。 

 以上でございます。 

委員長（高重洋介君） 建設部長。 

建設部長（有本圭司君） それでは，私の方から空き家等対策移住改修事業について，御

質問に関するお答えをいたします。 

 本事業は，人口減少が進む中，空き家が増加傾向にあり，空き家活用による空き家の増

加抑制と市外からの移住者の定住支援を図ることを目的として，取得した空き家の改修費

の一部を助成するものでございます。対象物件を空き家バンクに登録された物件及び平成

２７年度に実施した空き家実態調査で修繕をすれば活用可能に位置づけられたものとし，

対象者は市外在住で当該空き家物件を購入した方を考えております。なお，本事業につき

ましては，平成２９年度に策定した空家等対策計画の基本施策の中で，空き家等の活用と

して位置づられ，実施計画の計画期間である平成３３年度までに年間５件分を目標として

おり，平成３０年度では補助額の上限を３０万円とし，年間５件分の１５０万円の予算計

上いたしております。 

 次に，子育て世帯向け地域優良賃貸住宅管理事業についてでございますが，本住宅は，

若者世帯の市外への転出抑制及び市外からの定住促進を図るため，平成２８年４月から中

心市街地の優良な住環境にある本住宅を供給しているものでございます。平成３０年度か

らは家賃助成等の制度拡充を行うこととしており，この制度拡充に伴う公募期間中に問い

合わせや現地見学の希望が寄せられる中，新たに市外からの２戸の申し込みがございまし

た。今後も積極的な周知活動を行いながら，入居促進に取り組んでまいりたいと考えてお

ります。予算といたしましては，施設の借上料２，４８５万２，０００円と印刷製本費，

手数料等９３万円を足しまして，総計２，５７８万２，０００円を当初予算に計上いたし

ております。 

 以上でございます。 

委員長（高重洋介君） 大川委員。 

委員（大川弘雄君） 今ありました主な関係事業ということでありますけども，そのほか

にも私は全ての事業が関連していると思います。例えばおいしい地元の食材を提供してい

かなければならない，おいしいものが食べたい，そういった時には，おいしい魚，水産振
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興，おいしい米，野菜，農業振興，これらの事業も大事になってきます。ですから，全て

あらゆる事業，あらゆる機会を活用して，竹原の魅力を十分に発信し，そして竹原のファ

ンを増やす，これが竹原の活性，活力向上に結びつくものだというふうに考えているもの

だというふうに私は理解しております。名前は英語系ではありますが，シティプロモーシ

ョンの展開といっても，ある人に言わせれば，今までの市長さんがやってこられたことと

方向性などがほぼ一緒ではないかと言う人もおられます。しかし，ここで私が違うと思っ

ているのは，今までは各事業単位の目標達成，これが住みよさ実感に結びつくものだとい

うふうに我々も思っていました。そして頑張ってきました。しかし，それがなかなか実感

できない。そうした時に，これは世界的な考え方でもあるのでしょうけれども，その一部

をさらにシティプロモーションという展開につなげるために，もう一段上の目標をつくっ

て，職員も市民もその同じ方向に進んでいく，今まで言われていた縦割りの行政を，組織

横断型にしていこうというふうに私は捉えております。これが新しい考え方であり，成功

の秘訣ではないかというふうに私は感じております。ですから，私は，このことがうまく

回れば，もしかしたら今の竹原市の閉塞感はこれから脱却できるのではないかという期待

を大きく持っております。ただし，その目標を達成するためには数多くの工夫が必要とな

ってくるでしょう。そしてそれを工夫して，どうやってでも成功させていかなければなり

ません。 

 まず，１つとしては組織，人事だと思います。スピード感を持って機動力を持って動け

る組織，これをつくっていかないといけない。人事もそうです。適材適所，人材を活用し

て，これによって職員のやる気がさらに向上していかなければならない。これは市長が就

任当初から挨拶で言っていましたからやってもらえると思うのですが，それをやっていく

必要がある。 

 そして，２つ目は，竹原を愛する人たち，ファンです，竹原ファン。カープでいうカー

プ女子，これをいかにして増やしていくか。職員さんの家族も議員の家族もみんなが協力

してやっていかなければなりません。そして，これを通じて，ふるさと納税であったり企

業版ふるさと納税であったり企業誘致，こういったことへの協力体制をどのように結びつ

けていくか，これには通信方法も考えていく必要があると思います。今までのレター式で

は少し時間がかかり過ぎる，メールもＬＩＮＥもあります。いろんな形を今までやってい

なかったことを使いながら，竹原のファンになっていただいた方に対して，スピード感を

持った情報提供ができるように，そしてもう一つ市長部局とのホットラインということも
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あってもいいかもしれないと思っております。このようなことに対して，どのようなお考

えを持っておられますか。 

委員長（高重洋介君） 市長。 

市長（今榮敏彦君） 就任当初からシティプロモーションに関するお話は随時させていた

だいております。平成３０年度の予算編成または平成３０年度の市政の推進に当たって，

このシティプロモーションをどういう位置づけにしていくかということについても，庁内

でいろいろと話をさせていただいております。 

 まず，当初からお話をしております竹原を愛する方々の集合体として，竹原ファンクラ

ブというものに関しては，これは何もお金のかかる作業ではありませんので，既に調査等

取りかかっております。また，国の事業でこの事業に関連するものについてはトライをし

ていく旨，庁内でも一定の指示をさせていただき，言うなればプロジェクトとして既に調

査に入っているところでもございます。シティプロモーションというのは，委員もおっし

ゃいましたように，いわゆる組織横断また市役所の枠を超えたもので取り組むものという

ふうに認識をしております。まず，庁内においては，新年度において，このシティプロモ

ーションを推進する個別の組織という検討も行いましたが，委員おっしゃるように，全庁

的に多岐にわたる広がりのあるこの事業を一つの組織にくくるということは，逆に事業推

進の妨げになるということもあるというふうな認識の中で，これもプロジェクト的組織を

もって取り組む旨，現在調整も進めているところであります。 

 また，市役所外，いわゆる市内外を含めた様々な方へのアクションにつきましても，市

内の団体の方はもちろん，各企業に挨拶に伺った時も，この点についての御説明も加えて

させていただいて，協力について要請もさせていただいているところであります。 

 市制６０周年を迎える平成３０年に当たりまして，いろんな意味で竹原が発信できる新

たなスタートの年というふうに認識をした上で，こういうシティプロモーションという先

ほど来申し上げておりますように，目的ではなく手段という大きないわゆるエンジンの中

でこの市政運営も進めていきたいというふうに思っております。多岐にわたる行政の各項

目において，このシティプロモーションを進めていく認識を全庁組織内で共通認識のもと

で進めてまいる所存でございます。 

 以上でございます。 

委員長（高重洋介君） 大川委員。 

委員（大川弘雄君） 要は市長はスピード感を持って既に行動しているということで，竹
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原ファンクラブはトライ中，プロジェクトチームを立ち上げていこうということでありま

した。是非この成功が竹原市の活性化につながりますので，頑張ってやっていただきたい

と思います。 

 以上，終わります。 

委員長（高重洋介君） 以上をもって大川委員の質疑を終結いたします。 

 審査の都合により３月１４日午前１０時から当委員会を再開することとし，本日はこれ

にて散会いたします。 

              午後２時５７分 散会 

 

 


